
記載の追加

（控え頁）

1／19

工　　　種 基本事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

1-1-6

積算上の注意事項

[別表－１]

種 別 細 別 規 格 単 位 数 位 備 考
3 3 3土工 掘削工 掘削 土質 ｍ 100 ただし1,000ｍ 未満及び岩の場合は10ｍ

施工方法

押土の有無

障害の有無

施工数量
3 3 3土工 掘削（砂防） 土質 ｍ 100 ただし1,000ｍ 未満及び岩の場合は10ｍ

施工数量

障害の有無

火薬使用
3 3 3土工 河床等掘削 ｍ 100 ただし1,000ｍ 未満の場合は10ｍ
3 3 3土工 掘削（光ケーブル配管） 土質 ｍ 100 ただし1,000ｍ 未満の場合は10ｍ

施工方法

押土の有無

障害の有無

施工数量
3 3 3土工 整地 作業区分 ｍ 100 ただし1,000ｍ 未満の場合は10ｍ
3 3 3土工 押土（ルーズ） 土質 ｍ 100 ただし1,000ｍ 未満の場合は10ｍ
3 3 3土工 積込（ルーズ） 土質 ｍ 100 ただし1,000ｍ 未満の場合は10ｍ

作業内容
3 3 3土工 積込（ルーズ）砂防 土質 ｍ 100 ただし1,000ｍ 未満の場合は10ｍ

作業内容

土工 土砂等運搬 土質 ｍ 103

土工 土砂等運搬（砂防） 土質 ｍ 103

3 3 3土工 掘削工（ＩＣＴ） 掘削（ＩＣＴ） 土質 ｍ 100 ただし1,000ｍ 未満及び岩の場合は10ｍ

施工方法

障害の有無

施工数量
3 3 3土工 掘削（砂防）（ＩＣＴ） 土質 ｍ 100 ただし1,000ｍ 未満及び岩の場合は10ｍ

施工数量

障害の有無
3 3 3土工 （路体・路床）盛土工 路体（築堤）盛土 施工幅員 ｍ 100 ただし1,000ｍ 未満の場合は10ｍ
3 3 3土工 路床盛土 施工幅員 ｍ 100 ただし1,000ｍ 未満の場合は10ｍ
3 3 3土工 整地 作業区分 ｍ 100 ただし1,000ｍ 未満の場合は10ｍ
3 3 3土工 押土（ルーズ） 土質 ｍ 100 ただし1,000ｍ 未満の場合は10ｍ
3 3 3土工 積込（ルーズ） 土質 ｍ 100 ただし1,000ｍ 未満の場合は10ｍ

作業内容
3 3 3土工 積込（ルーズ）砂防 土質 ｍ 100 ただし1,000ｍ 未満の場合は10ｍ

作業内容

土工 土砂等運搬 土質 ｍ 103

土工 土砂等運搬（砂防） 土質 ｍ 103

現行どおり

現行どおり



記載の削除

改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

工　　　種 基本事項

積算上の注意事項

（控え頁）

2／19

現　　　　　　　　　　　　　　　　行

. .

1-1-8

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

種 別 細 別 規 格 単 位 数 位 備 考

共通的工種 法枠工 法枠(現場打,プレキャスト,吹付) 法枠規格 ｍ 12

中詰材種類

共通的工種 吹付工 吹付(モルタル,コンクリート) セメント種類 ｍ 12

吹付厚

共通的工種 法面施肥工 法面施肥 施工区分 ｍ 12

共通的工種 植生工 種子散布 種子規格 ｍ 102

肥料の有無

施工規模

共通的工種 芝(各種) 芝種類 ｍ 102

施工規模

共通的工種 客土吹付 吹付厚 ｍ 102

工種区分

施工規模

共通的工種 植生基材吹付 吹付厚 ｍ 102

工種区分

施工規模

共通的工種 植生マット 工種区分 ｍ 102

施工規模

共通的工種 植生シート 工種区分 ｍ 102

施工規模

共通的工種 植生筋 工種区分 ｍ 102

施工規模

共通的工種 植生穴 削孔数 ｍ 102

共通的工種 養生（散水養生） ｍ 102

共通的工種 かご工 じゃかご・ふとんかご・かご枠 幅 ｍ 1

高さ

（じゃかご：）径

（ふとんかご：）種別

（ふとんかご：）規格

詰石種類

詰石規格

共通的工種 止杭 止杭規格 本 1

共通的工種 かごマット（スロープ型） かご厚さ ｍ 12

かご本体材質

詰石種類

詰石規格

共通的工種 かごマット（多段積型） かご本体材質 ｍ 12

詰石種類

詰石規格

共通的工種 補強土壁工 補強土壁基礎 コンクリート規格 ｍ 1

現行どおり



記載の修正

1-1-9

積算上の注意事項

（控え頁）

3／19

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

工　　　種 基本事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

種 別 細 別 規 格 単 位 数 位 備 考

共通的工種 帯鋼補強土壁･アンカー補強土壁 土質 ｍ 12

共通的工種 ジオテキスタイル補強土壁 壁面材の種類 ｍ 12

共通的工種 軽量盛土工 軽量盛土 ｍ 13

共通的工種 コンクリート床版 コンクリート規格 ｍ 12

厚さ

共通的工種 基礎コンクリート コンクリート規格 ｍ 1

共通的工種 壁体工 支柱仕様・規格 ｍ 12

壁面材仕様・規格

共通的工種 裏込砕石 砕石規格 ｍ 13

2 2 2共通的工種 吸出し防止工 吸出し防止材 材質 ｍ 10 ただし100ｍ 未満の場合は1ｍ

種類

厚さ

共通的工種 泥水処理工 泥水処理 ｍ 103

共通的工種 仮水路工 フｨルター材敷設 管種別 ｍ 13

管径

フｨルター材の種類

共通的工種 場所打擁壁工 処分費 ｍ 13

共通的工種 仮橋･仮桟橋工 積込（コンクリート殻） ｍ 13

共通的工種 骨材再生工 骨材再生 投入殻寸法 ｍ 13

共通的工種 土留･仮締切工 ボーリングマシン移設（アンカー） 回 1

共通的工種 土留･仮締切工 アンカー工材料費 アンカー工材数量 式 1

共通的工種 土留･仮締切工 削孔（アンカー） 削孔長 ｍ 1

方式

呼び径

土質区分

共通的工種 土留･仮締切工 グラウト注入（アンカー） 注入材規格 ｍ 13

圧縮強度

共通的工種 アンカー工(プレキャストコンクリート ＰＣコンクリート板据付 フレームタイプ 枚 1

板)

共通的工種 アンカー工(プレキャストコンクリート ジョイント処理 箇所 1

板)

基礎工 既製杭工 既製コンクリート杭 杭種別 本 1 ただし1本当りの場合は1ｍ

杭径

杭長

杭打込長（掘削長）

基礎工 鋼管杭 鋼管径（杭径） 本 1 ただし1本当りの場合は0.5ｍ

鋼管長さ（杭長）

基礎工 Ｈ鋼杭 Ｈ鋼形式 本 1 ただし1本当りの場合は0.5ｍ

Ｈ鋼長さ（杭長）

Ｈ型鋼平均打込長

[Ｈ型鋼平均引抜長]

現行どおり



記載の修正・追加

1-1-11

積算上の注意事項

（控え頁）
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現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

工　　　種 基本事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

種 別 細 別 規 格 単 位 数 位 備 考

基礎工 鋼管矢板支保 支保型式 ｔ 0.1

基礎工 間詰コンクリート コンクリート規格 ｍ 13

基礎工 間詰コンクリート撤去 構造物区分 ｍ 13

工法

区分施工規模

基礎工 頂版結合（プレートブラケｯト） ｔ 0.1

基礎工 頂版結合（鉄筋スタッド） 段 1

基礎工 詰杭 ｍ 1

石・ブロック積(張) 石・ブロック積(張)工 石積(張)・コンクリートブロック基礎 コンクリート規格 ｍ 1

底幅

高さ

石・ブロック積(張) 各種石・ブロック積(張) ブロック規格 ｍ 12

ブロック質量

石・ブロック積(張) 間知ブロック張 ブロック規格 ｍ 12

裏込材規格

胴込・裏込コンクリート規格

遮水シートの有無

石・ブロック積(張) 目地板 目地板の種類 ｍ 12

目地板厚さ

石・ブロック積(張) ブロック植栽 樹木名 本 1

石・ブロック積(張) 天端コンクリート コンクリート規格 ｍ 13

2 2 2石・ブロック積(張) 基礎砕石（基礎材） 基礎材規格（砕石の場合等） ｍ 10 ただし100ｍ 未満の場合は1ｍ

敷厚

石・ブロック積(張) 小口止コンクリート コンクリート規格 ｍ 13

石・ブロック積(張) 養生費 養生工の種類 ｍ 13

2 2 2舗装工 舗装準備工 不陸整正 補足材有無 ｍ 10 ただし1,000ｍ 未満の場合は1ｍ

補足材種類・規格

補足材整正厚
2 2 2舗装工 調整コンクリート コンクリート規格 ｍ 10 ただし1,000ｍ 未満の場合は1ｍ

敷厚
2 2 2舗装工 舗装準備工（ＩＣＴ） 不陸整正（ＩＣＴ） 補足材有無 ｍ 10 ただし1,000ｍ 未満の場合は1ｍ

補足材種類・規格

補足材整正厚
2 2 2舗装工 橋面防水工 橋面防水 防水工種類 ｍ 10 ただし1,000ｍ 未満の場合は1ｍ
2 2 2舗装工 舗装工 下層路盤（車道・路肩部） 路盤材種類 ｍ 10 ただし1,000ｍ 未満の場合は1ｍ

路盤材規格

仕上り厚
2 2 2舗装工 下層路盤（歩道部） 路盤材種類 ｍ 10 ただし1,000ｍ 未満の場合は1ｍ

路盤材規格

仕上り厚
2 2 2舗装工 上層路盤（車道・路肩部） 路盤材種類 ｍ 10 ただし1,000ｍ 未満の場合は1ｍ

現行どおり

現行どおり



記載の修正

1-1-14

積算上の注意事項

（控え頁）

5／19

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

工　　　種 基本事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

種 別 細 別 規 格 単 位 数 位 備 考

地盤改良工 サンドマット工 サンドマット 砂材料費の有無 ｍ 103

地盤改良工 パイルネット工 既製コンクリート杭 杭種別 本 1

杭径

杭長

杭打込長（掘削長）

地盤改良工 木杭 杭材質 本 1

杭長

杭末口

地盤改良工 連結鉄筋 鉄筋材料規格・径 ｔ 0.1 ただし1ｔ未満の場合は0.01ｔ

地盤改良工 安定シート シート種類 ｍ 102

地盤改良工 バーチカルドレーン工 サンドドレーン 径 本 1

ＳＤ打設長

ＳＤ杭径

ＳＣＰ径

ＳＣＰ打設長

ＳＣＰ杭径

地盤改良工 ペーパードレーン 材料規格 本 1

長さ（打設長）

地盤改良工 締固め改良工 サンドコンパクションパイル 径 本 1

ＳＤ打設長

ＳＤ杭径

ＳＣＰ径

ＳＣＰ打設長

ＳＣＰ杭径

地盤改良工 固結工 粉体噴射撹拌 改良材種類 本 1

杭径

長さ（打設長）

長さ（杭長）

地盤改良工 粉体噴射撹拌（先掘・移設・軸間変 改良材種類 式 1

更） 杭径

長さ（打設長）

長さ（杭長）

地盤改良工 高圧噴射撹拌 工法 本 1

注入材種類

長さ（注入長）

長さ（土被長）

地盤改良工 スラリー攪拌 改良材種類 本 1

杭径

長さ（打設長）

長さ（杭長）

現行どおり

現行どおり



記載の削除

1-1-16

積算上の注意事項

（控え頁）

6／19

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

.

工　　　種 基本事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

種 別 細 別 規 格 単 位 数 位 備 考

構造物撤去工 視線誘導標撤去 視線誘導標規格 本 1

施工区分

施工規模

構造物撤去工 境界杭撤去 施工規模 本 1

構造物撤去工 道路鋲撤去 施工区分 個 1

施工規模

構造物撤去工 車線分離標撤去 施工区分 本 1

施工規模

構造物撤去工 境界鋲撤去 施工規模 枚 1

構造物撤去工 距離標撤去 施工区分 本 1

構造物撤去工 横断歩道橋側板(裾隠・目隠)撤去 取外し部材規格 ｍ 12

構造物撤去工 車止めポスト撤去 車止めポスト規格 本 1

作業区分

構造物撤去工 遮光フェンス撤去 ｍ 1

構造物撤去工 標識撤去 基 1

構造物撤去工 境界ブロック撤去 再利用区分 ｍ 1

構造物撤去工 ケーブル配管撤去 管径 ｍ 1

規格

構造物撤去工 照明柱撤去 基 1

構造物撤去工 かご撤去工 じやかご撤去 じゃかご径 ｍ 1

構造物撤去工 ふとんかご撤去 ふとんかご種別 ｍ 1

ふとんかご規格

構造物撤去工 落石雪害防止撤去工 落石防護柵撤去 ｍ 1

構造物撤去工 落石防止網(繊維網)撤去 ｍ 12

構造物撤去工 コンクリート平板ブロック撤去 ブロック規格 ｍ 12

構造物撤去工 ノンスリップ撤去 ｍ 1

構造物撤去工 冬季安全施設撤去工 吹溜式防雪柵撤去 柵高 ｍ 1

構造物撤去工 吹払式防雪柵撤去 柵高 ｍ 1

構造物撤去工 スノーポール撤去 スノーポール規格 本 1

構造物撤去工 旧橋撤去工 鋼製高欄撤去 ｍ 1

構造物撤去工 舗装版・床版破砕及び撤去 施工内容 ｍ 13

構造物撤去工 桁材撤去 施工内容 ｔ 1

構造物撤去工 構造物取壊し工 コンクリート表面処理 施工規模 ｍ 12

上向作業の有無

仮設工 仮設工 覆工板・敷鉄板 鋼材規格 ｍ 12

作業区分

仮設工 仮設工 覆工板受桁 鋼材規格 t 1

作業区分

現行どおり

現行どおり



記載の修正・追加

1-1-17

積算上の注意事項

（控え頁）

7／19

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

工　　　種 基本事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

種 別 細 別 規 格 単 位 数 位 備 考

仮設工 鋼矢板 鋼矢板型式 枚 1

平均鋼矢板長さ

鋼矢板打込長

[平均鋼矢板引抜長]

仮設工 Ｈ鋼杭 Ｈ鋼形式 本 1

Ｈ鋼長さ（杭長）

Ｈ型鋼平均打込長

[Ｈ型鋼平均引抜長]

仮設工 アンカー アンカーボルト規格 本 1

仮設工 タイロッド・腹起し タイロッド材質 ｔ 0.1 数量契約の場合は0.1ｔ

タイロッド径

仮設工 切梁・腹起し ｔ 0.1 数量契約の場合は0.1ｔ

仮設工 横矢板 横矢板材質 ｍ 12

横矢板厚さ

仮設工 水替工 ポンプ排水 排水量 日 1

排水方法

仮設工 水替工 水替とい ｍ 1

仮設工 地下水低下工 ウエルポイント ポンプ組数 日 1

仮設工 ディープウェル 径 日 1

深さ

仮設工 汚濁防止工 汚濁防止フェンス 作業区分 ｍ 1

仮設工 汚濁防止工 濁水処理設備 箇所 1

仮設工 防護施設工 発破防護柵 作業区分 ｍ 102

仮設工 基礎ブロック（立入防止柵） 寸法 個 1

作業区分

仮設工 金網（フェンス）・支柱（立入防止柵） 柵高 ｍ 1

作業区分

仮設工 防護施設工 仮囲い 作業区分 ｍ 1

基礎形式

高さ

仮設工 土のう工 大型土のう 袋 1

仮設工 足場工 手摺先行型枠組足場 安全ネットの有無 掛ｍ 102

仮設工 土留･仮締切工 盛替梁 梁規格 箇所 1

仮設工 土留･仮締切工 アンカー工材加工・組立・挿入・緊張・ アンカー鋼材数量 本 1

定着・頭部処理

仮設工 土留･仮締切工 軽量鋼矢板（電線共同溝） 矢板型式 式 1

仮設工 土留･仮締切工 溝掘り ｍ 13

仮設工 土留･仮締切工 泥土処理 土質 ｍ 13

仮設工 砂防仮締切工 土砂締切 ｍ 13

仮設工 砂防仮締切工 土砂土のう締切 ｍ 13

現行どおり



記載の追加

1-1-20

積算上の注意事項

（控え頁）

8／19

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

工　　　種 基本事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

種 別 細 別 規 格 単 位 数 位 備 考

コンクリート構造物 橋台躯体工(構造物単位) 逆T式橋台 高さ区分 ｍ 13

打設量区分

コンクリート規格

化粧型枠の有無

コンクリート構造物 橋脚躯体工(構造物単位) T型橋脚 高さ区分 ｍ 13

打設量区分

コンクリート規格

化粧型枠の有無

コンクリート構造物 橋脚躯体工(構造物単位) 壁式橋脚 高さ区分 ｍ 13

打設量区分

コンクリート規格

化粧型枠の有無

コンクリート構造物 場所打擁壁工(構造物単位) 逆T型擁壁 本体コンクリート規格 ｍ 13

コンクリート構造物 場所打擁壁工(構造物単位) L型擁壁 本体コンクリート規格 ｍ 13

コンクリート構造物 場所打擁壁工(構造物単位) 重力式擁壁 擁壁平均高さ ｍ 13

本体コンクリート規格

コンクリート構造物 場所打擁壁工(構造物単位) 小型擁壁 擁壁平均高さ ｍ 13

本体コンクリート規格

コンクリート構造物 羽口工 連節ブロック張(コンクリート) ｍ 13

コンクリート構造物 暗渠工 プレキャストボックス 内幅 ｍ 1

内高

構造物 帯状構造物(小規模)工 幅 ｍ 1 各種ブロック(既製品共)Ｈ＝2.0ｍ未満の擁壁類

高さ

コンクリート規格

構造物 帯状構造物(大規模)工 コンクリート規格 ｍ 0.1 Ｈ＝2.0ｍ以上の擁壁類

幅

高さ

構造物 排水構造物工 管規格 ｍ 1 ただし径1ｍ以上の管渠類の場合は0.1ｍ

構造物 排水構造物工 現場打水路 内幅（複単不使用の場合） ｍ 1

内高（複単不使用の場合）

コンクリート規格

構造物 排水構造物工 縦排水・小段排水 Ｕ型側溝の種類 ｍ 1

Ｕ型側溝の規格

内幅（各種の場合）

内高（各種の場合）

作業区分

コンクリート打設の有無

コンクリート規格

目地板の有無

目地板の種類

目地板の種類（各種の場合）

現行どおり

現行どおり



記載の削除

記載の追加

1-1-22

積算上の注意事項

（控え頁）

9／19

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

工　　　種 基本事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

種 別 細 別 規 格 単 位 数 位 備 考

付属施設 街渠枡 集水桝・街渠桝種類 箇所 1 (プレキャスト含む)

基礎コンクリート規格

法面作業補正

付属施設 マンホール マンホール規格 箇所 1

コンクリート規格

蓋種類

付属施設 蓋 蓋種類 枚 1

付属施設 路側防護柵工 ガードレール ガードレール規格 ｍ 1

施工規模

曲線部補正の有無

付属施設 ガードパイプ ガードパイプ規格 ｍ 1

施工規模

曲線部補正の有無

付属施設 ガードケーブル ガードケーブル規格 ｍ 1

建込条件

付属施設 ボックスビーム ボックスビーム規格 ｍ 1

付属施設 基礎ブロック（立入防止柵） 寸法 個 1

作業区分

付属施設 金網（フェンス）・支柱（立入防止柵） 柵高 ｍ 1

作業区分

付属施設 転落(横断)防止柵 柵高 ｍ 1

作業区分

付属施設 車止めポスト 車止めポスト径 本 1

車止めポスト長さ

付属施設 階段工 現場打階段 コンクリート規格 ｍ 12

砕石規格

付属施設 プレキャスト階段 ブロック規格 ｍ 12

付属施設 境界工 境界杭 境界杭規格 本 1

施工規模

付属施設 境界鋲 境界鋲規格 枚 1

施工規模

付属施設 境界(法留)壁 本体コンクリート規格 ｍ 1

付属施設 落石防護柵工 ロープ・金網 柵高 ｍ 1

規格・仕様厚

メッキの有無

付属施設 支柱 支柱形式 本 1

施工区分

規格・仕様

付属施設 ステーロープ 本 1

付属施設 防雪柵工 防雪柵 防雪防護柵種類 ｍ 1

柵高

現行どおり

現行どおり



記載の削除

1-1-23

積算上の注意事項

（控え頁）

10／19

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

工　　　種 基本事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

種 別 細 別 規 格 単 位 数 位 備 考

付属施設 雪崩予防柵工 雪崩予防柵基礎 幅 基 1

高さ

長さ

コンクリート規格

付属施設 雪崩予防柵 柵高 基 1

柵長

柵種類

雪崩予防柵アンカー アンカー規格 本 1
2 2 2付属施設 落石防止網工 ロックネット 網規格（種別） ｍ 10 ただし100ｍ 未満の場合は1ｍ

網規格（寸法）

アンカー規格・仕様

支柱規格・仕様
2 2 2付属施設 繊維網 繊維網規格 ｍ 10 ただし100ｍ 未満の場合は1ｍ

付属施設 遮音壁基礎工 支柱アンカーボルト アンカー形式 本 1

アンカー支柱間隔

アンカー材料規格

付属施設 遮音壁本体工 遮音壁 支柱タイプ・支柱間隔 ｍ 1

しゃ音板形式・高さ

付属施設 外装板 板規格 ｍ 12

付属施設 ケーブル配管工 ケーブル配管 管規格 ｍ 1

土質区分

管径

付属施設 ハンドホール 寸法 箇所 1

付属施設 道路付属物工 視線誘導標 視線誘導標規格 本 1

施工区分

施工規模

付属施設 車線分離標 車線分離標規格 本 1

施工区分

施工規模

付属施設 距離標 作業区分 本 1

施工区分

付属施設 道路鋲 道路鋲規格 個 1

施工区分

施工規模

付属施設 アンカーボルト 材質・径・長さ 本 1

アンカー材規格

付属施設 照明工 照明柱基礎 基礎型式 基 1

付属施設 照明柱 柱規格 基 1

付属施設 銘板工 銘板 材質 枚 1

寸法

付属施設 表示板 表示板規格 枚 1

現行どおり

現行どおり



記載の削除

積算上の注意事項

（控え頁）

11／19

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

1-1-24

工　　　種 基本事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現行どおり

種 別 細 別 規 格 単 位 数 位 備 考

付属施設 小型標識工 標識柱 柱規格 基 1

柱長さ

施工規模

付属施設 標識板 標識板規格 枚 1

付属施設 大型標識工 標識基礎 形式 基 1

基礎規格

付属施設 片持標識柱 柱型式 基 1

付属施設 門型標識柱 スパン長 基 1

型式

付属施設 標識板 標識板規格 枚 1

付属施設 着雪防止板 板規格 枚 1
3 3 3付属施設 道路植栽工 植樹帯盛土 土質 ｍ 100 ただし1,000ｍ 未満の場合は10ｍ

付属施設 植樹 樹木規格 本 1

付属施設 地被類植付 種類 ｍ 12

付属施設 樹名板 樹名板規格 枚 1

付属施設 アンカー工 アンカー アンカーボルト規格 本 1

付属施設 アンカー(プレキャストコンクリート板) 材質・径・長さ 本 1

アンカー材規格

付属施設 アンカー足場 空ｍ 103

付属施設 鉄筋挿入 鉄筋規格 本 1

削孔長

現場条件

施工規模

付属施設 点検施設工 梯子 寸法 本 1

付属施設 ステップ ステップ規格 本 1

付属施設 蓋 蓋種類 枚 1

付属施設 グラウトホール工 グラウトホール 径 組 1

長さ

付属施設 観測施設工 量水標 量水標規格 箇所 1

付属施設 水位計 水位計規格 箇所 1

付属施設 流量計 流量計規格 箇所 1

付属施設 燃料貯油槽工 充填砂 砂種類 ｍ 103

付属施設 情報案内施設工 スクリーン 材質 個 1

形状

付属施設 情報案内施設工 案内板 材質 箇所 1

形状

防護柵工 防止柵工 遮光フェンス 種別 ｍ 1

支柱間隔

作業条件

河川構造物 土台基礎工 土台 ｍ 1



記載の追加

1-1-25

積算上の注意事項

（控え頁）

12／19

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

工　　　種 基本事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

種 別 細 別 規 格 単 位 数 位 備 考

河川構造物 笠コンクリート工 笠コンクリート コンクリート規格 ｍ 1

底幅

高さ

河川構造物 笠コンクリートブロック ブロック規格 ｍ 1

底幅

高さ

河川構造物 護岸付属物工 横帯コンクリート 幅 ｍ 0.1

高さ

コンクリート規格

河川構造物 小口止 コンクリート規格 ｍ 0.1

幅

高さ

河川構造物 小口止矢板 鋼矢板材質 枚 1

鋼矢板型式

鋼矢板長さ

河川構造物 縦帯コンクリート コンクリート規格 ｍ 1

幅

高さ

河川構造物 巻止コンクリート コンクリート規格 ｍ 1

幅

高さ

河川構造物 平張コンクリート コンクリート規格 ｍ 12

底幅

天端幅

高さ

河川構造物 多自然型護岸工 木杭 杭材質 本 1

杭長

杭末口

河川構造物 巨石張(積) 石材径 ｍ 12

（練：）遮水シートの有無

（練：）止水シートの有無

（空：）吸出し防止材の有無

河川構造物 巨石据付 石材径 ｍ 12

河川構造物 巨石採取 個 1

河川構造物 巨石運搬 式 1

河川構造物 雑割石張 空石規格 ｍ 12

河川構造物 かごマット かご厚さ ｍ 12

かご本体材質

詰石種類

詰石規格

河川構造物 ブロックマット 法勾配 ｍ 12

現行どおり

現行どおり



記載の追加

1-1-27

積算上の注意事項

（控え頁）

13／19

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

工　　　種 基本事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

種 別 細 別 規 格 単 位 数 位 備 考

河川構造物 函渠工 ＰＣ函渠 内幅 ｍ 0.1

内高

函渠質量

河川構造物 可撓継手 内幅 箇所 1

内高

河川構造物 取替式止水板 止水板種類・寸法 箇所 1

河川構造物 函渠接続 アンカー種類 箇所 1

河川構造物 側壁工 裏込石 基礎材規格（砕石の場合） ｍ 13

基礎材規格（栗石の場合）

基礎材規格（発生材流用の場合）

河川構造物 コンクリートブロック工(コンクリートブ 遮水シート 材質 ｍ 12

ロック積) 種類

寸法

河川構造物 羽口工 連節ブロック水中吊落し ｍ 12

河川構造物 植生工 被覆シート張 シート規格 ｍ 12

砂防 コンクリート・鋼製堰堤本体・副堤工 堤冠コンクリート セメント種類 ｍ 13

コンクリート規格

砂防 水抜暗渠 管径 ｍ 0.1

管種類

管長さ

砂防 鋼製枠 型式 ｔ 0.1

砂防 枠内中詰 土質 ｍ 13

砂防 足場 安全ネットの有無 ｍ 1

砂防 隔壁コンクリート基礎 コンクリート規格 ｍ 13

幅

高さ
2 2 2砂防 均しコンクリート コンクリート規格 ｍ 10 ただし100ｍ 未満の場合は1ｍ

敷厚
2 2 2砂防 残存型枠 型枠の種類 ｍ 10 ただし100ｍ 未満の場合は1ｍ

砂防 鋼製砂防工 組立・据付け工 鋼管フレーム・バットレス ｔ 0.1

砂防 本締め工 本 1

砂防 アンカー工 アンカーボルト規格 本 1

砂防 現場塗装工（はけ塗り） 塗装種別 ｍ 12

2 2 2砂防 コンクリート側壁工 均しコンクリート コンクリート規格 ｍ 10 ただし100ｍ 未満の場合は1ｍ

敷厚

砂防 水抜暗渠 管径 ｍ 0.1

管種類

管長さ

現行どおり

現行どおり



記載の削除

1-1-28

積算上の注意事項

（控え頁）

14／19

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

工　　　種 基本事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

種 別 細 別 規 格 単 位 数 位 備 考

砂防 集排水ボーリング工 ボーリング 施工場所 ｍ 0.1

土質区分

呼び径

砂防 ボーリング洗浄 ｍ 0.1

砂防 保孔管 保孔管材質・種類 ｍ 1

施工場所

ストレーナ加工の有無

砂防 ボーリング仮設機材 回 1

砂防 集水井工 集水井掘削 杭径 ｍ 1

砂防 土留材料

砂防 井戸中詰 土質 ｍ 13

砂防 プレキャスト井筒 ブロック規格 ｍ 1

砂防 固定基礎コンクリート タイプ ｍ 1

コンクリート規格

砂防 底張コンクリート 構造物種別 ｍ 13

コンクリート規格

砂防 井戸蓋 蓋形式 枚 1

砂防 山腹水路工 山腹暗渠 管材質 ｍ 1

管径

管長さ

砂防 現場打水路 内幅 ｍ 1

内高

コンクリート規格

砂防 仮締切工 中詰・締切盛土撤去 ｍ 103

砂防 砂防ソイルセメント工 砂防ソイルセメント 粒径処理率 ｍ 13

セメント100ｍ 当り使用量3

施工幅員

海岸 海岸コンクリート(根固・消波)ブロッ 海岸コンクリート(根固・消波)ブロック ブロック種類（型式） 個 1

ク工 製作 ブロック種類（実質量）

海岸 海岸コンクリート(根固・消波)ブロック ブロック種類（型式） 個 1

据付 ブロック種類（実質量）

ブロック購入の有無

海岸 護岸工 裏込(砕)石 砕石規格 ｍ 13

海岸 石材 石材規格 ｍ 13

2 2 2海岸 コンクリート被覆工 コンクリート コンクリート規格 ｍ 10 ただし1,000ｍ 未満の場合は1ｍ

養生費

コンクリート夜間割増の有無

海岸 捨石工 中詰石 石材規格 ｍ 13

海岸 捨石 石材規格 ｍ 13

海岸 捨石均し 均し区分 ｍ 102

海岸 表面均し ｍ 102

現行どおり

現行どおり



記載の削除

1-1-35

積算上の注意事項

（控え頁）

15／19

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

工　　　種 基本事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

種 別 細 別 規 格 単 位 数 位 備 考

トンネル(ＮＡＴＭ) 鏡吹付 材料規格 ｍ 12

吹付厚

トンネル(ＮＡＴＭ) 鏡ロックボルト 材料規格 本 1

長さ

トンネル(ＮＡＴＭ) 仮インバート 材料規格 ｍ 12

巻厚

補強材有無・規格

トンネル(ＮＡＴＭ) ミニパイプルーフ 材料規格 本 1

径

長さ

トンネル(ＮＡＴＭ) 掘削補助工Ｂ 水抜きボーリング 材料規格 本 1

径

長さ

トンネル(ＮＡＴＭ) 垂直縫地 材料規格 本 1

径

長さ

トンネル(ＮＡＴＭ) パイプルーフ 材料規格 本 1

径

長さ
3 3 3トンネル(ＮＡＴＭ) 押え盛土 材料規格 ｍ 100 ただし1,000ｍ 未満の場合は10ｍ

改良材添加量

トンネル(ＮＡＴＭ) 薬液注入 注入材料 ｍ 103

トンネル(ＮＡＴＭ) ディープウェル 径 日 1

深さ

トンネル(ＮＡＴＭ) ウエルポイント ポンプ組数 日 1

トンネル(ＮＡＴＭ) トンネル仮巻きコンクリート コンクリート規格 ｍ 1

巻厚

トンネル(ＮＡＴＭ) 各種設備 式 1

トンネル(矢板) 掘削工 掘削 掘削区分（岩） ｍ 0.1

トンネル(矢板) 支保工 鋼製支保 掘削区分（岩） 基 1

トンネル(矢板) 覆工・防水工 覆工コンクリート・防水 掘削区分（岩） ｍ 0.1

トンネル(矢板) 止水板 止水板種類・寸法 ｍ 1

トンネル(矢板) 床版コンクリート 巻厚 ｍ 1

コンクリート規格

トンネル(矢板) 裏込注入 注入材種類 ｍ 13

配合

トンネル種別

トンネル平均距離

足場の有無

トンネル(矢板) インバート工 インバート掘削 ｍ 0.1

トンネル(矢板) インバート 掘削区分（岩） ｍ 0.1

現行どおり



記載の削除

工　　　種 基本事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

1-1-36

積算上の注意事項

（控え頁）

16／19

種 別 細 別 規 格 単 位 数 位 備 考

巻厚

コンクリート規格

トンネル(矢板) 坑内付帯坑 箱抜 掘削区分（岩） 箇所 1

コンクリート規格

トンネル(矢板) 裏面排水 材料規格 ｍ 1

トンネル(矢板) 湧水処理 材料規格 箇所 1

削孔の有無

削孔長

トンネル(矢板) 中央排水 管種 ｍ 1

管径

トンネル(矢板) 横断排水 管種 箇所 1

管径

トンネル(矢板) 集水桝 集水桝種類 箇所 1

現場打材種類

コンクリート規格

基礎コンクリート規格
3 3 3共同溝 掘削工 掘削 土留方式 ｍ 100 ただし1,000ｍ 未満の場合は10ｍ
3 3 3共同溝 埋戻し工 埋戻し 土質区分 ｍ 100 ただし1,000ｍ 未満の場合は10ｍ

土質
2 2 2共同溝 現場打構築工 防水 施工種別 ｍ 10 ただし100ｍ 未満の場合は1ｍ

材質
2 2 2共同溝 防水保護 施工種別 ｍ 10 ただし100ｍ 未満の場合は1ｍ

モルタル規格

共同溝 防水壁 コンクリート規格 箇所 1

共同溝 目地材 目地材種類・厚さ ｍ 12

共同溝 止水板 止水板種類・寸法 ｍ 1

共同溝 プレキャスト構築工 プレキャスト躯体 種類 個 1

形状・寸法

共同溝 ＰＣ鋼材 材質 ｍ 1

種類

共同溝 縦・横締め緊張 電源区分 箇所 1

緊張区分

ＰＣケーブル種類

共同溝 可とう継手 内幅 箇所 1

内高

共同溝 コーキング 材質 ｍ 1

種類

共同溝 シール ｍ 1

共同溝 付帯設備工 グレーチング 蓋種類 組 1

共同溝 蓋 蓋種類 組 1

共同溝 排水管 管規格 ｍ 1

現行どおり



記載の追加

工　　　種 基本事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

1-1-39

積算上の注意事項

（控え頁）

17／19

種 別 細 別 規 格 単 位 数 位 備 考

補修材の種類

補修材の厚さ

河川維持 付属物復旧工 調整ポスト 支柱間隔 個 1

河川維持 付属物設置工 標識 基 1

河川維持 樹木･芝生管理工 捕植 樹種 本 1

樹高
2 2 2道路修繕 路面切削工 路面切削 施工区分・平均切削深さ ｍ 10 ただし1,000ｍ 未満の場合は1ｍ

段差すりつけ撤去作業の有無

道路修繕 舗装打換え工 舗装版切断 舗装版種別 ｍ 10 ただし100ｍ未満の場合は1ｍ

舗装厚
2 2 2道路修繕 舗装版破砕 舗装版種別 ｍ 10 ただし1,000ｍ 未満の場合は1ｍ
2 2 2道路修繕 切削オーバーレイ工 切削オーバーレイ 全面切削深さ ｍ 10 ただし1,000ｍ 未満の場合は1ｍ

舗設層数

段差すりつけ区分

アスファルト材料種類
2 2 2道路修繕 舗装打換え工・オーバーレイ工 中間層 材料種類 ｍ 10 ただし1,000ｍ 未満の場合は1ｍ

材料規格

舗装厚

平均幅員
2 2 2道路修繕 路上路盤再生工 路上路盤再生 混合深さ ｍ 10 ただし1,000ｍ 未満の場合は1ｍ

混合用乳剤の有無

養生工の有無

砂散布の有無

道路修繕 床版補強工(鋼板接着・増桁架設 鋼板接着 ｍ 12

工法)

道路修繕 クラック処理 使用材料の種類 ｍ 1

道路修繕 足場 安全ネットの有無 ｍ 102

道路修繕 防護 ｍ 102

道路修繕 増桁架設 障害の有無 ｔ 0.1 ただし1ｔ未満の場合は0.01ｔ

道路修繕 床版増厚補強工 表面荒らし ｍ 12

道路修繕 床版取替工 鋼製高欄取替 作業区分 ｍ 1

高欄形式

道路修繕 床版運搬処理 処理費の有無 ｍ 13

作業内容積込

工法区分

道路修繕 鋼桁補強工 現場溶接鋼桁補強 ｍ 1

道路修繕 伸縮継手工 鋼製伸縮継手補修 伸縮装置補修 ｍ 0.1

道路修繕 埋設ジョイント補修 ジョイント規格 ｍ 0.1

伸縮装置断面積

工種

取付部位

現行どおり



記載の削除

記載の削除

工　　　種 基本事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

1-1-42

積算上の注意事項

（控え頁）

18／19

種 別 細 別 規 格 単 位 数 位 備 考

道路維持 付属物復旧工 ガードレール復旧 作業区分 ｍ 1

使用材料

道路維持 ガードケーブル復旧 ガードケーブル規格 ｍ 1

材料費の有無

作業条件

道路維持 ガードパイプ復旧 作業区分 ｍ 1

使用材料

道路維持 転落(横断)防止柵復旧 防護柵種類 ｍ 1

柵高

支柱間隔

根巻コンクリートの有無

施工区分

施工規模

道路維持 路側標識復旧 柱規格 基 1

柱長さ

塗装仕様

曲げ支柱有無

施工規模

道路維持 標識板復旧 標識板規格 枚 1

添架形式

[標識設置箇所]

施工規模

道路維持 視線誘導標復旧 視線誘導標 本 1

規格施工区分

施工規模

道路維持 距離標復旧 距離標規格 本 1

作業区分

道路維持 張紙防止シート復旧 シート種類 ｍ 12

道路維持 路面清掃工 路面清掃(機械) 作業形態 ㎞ 0.1

道路維持 路面清掃(路肩部・人力) 作業形態 ㎞ 0.1

塵芥量

道路維持 路面清掃(歩道・人力) 作業形態 ｍ 12

塵芥量

道路維持 路面清掃(歩道橋・地下道・人力) 作業形態 ｍ 12

塵芥量

道路維持 路面清掃(中央分離帯・人力) 作業形態 ｍ 12

塵芥量

道路維持 路肩整正 路肩整正(機械) 作業形態 ㎞ 0.1

道路維持 路肩整正(人力) 作業形態 ｍ 1002

運搬距離

道路維持 排水施設清掃工 側溝清掃(人力) 作業形態 ｍ 10

現行どおり



記載の削除

工　　　種 基本事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

1-1-43

積算上の注意事項

（控え頁）

19／19

種 別 細 別 規 格 単 位 数 位 備 考

側溝蓋規格

道路維持 側溝清掃(機械) 作業形態 ㎞ 0.01

道路維持 管渠清掃 作業形態 ｍ 10

作業量区分

排水管清掃車使用区分

側溝清掃車使用区分

散水車の使用区分

散水車機種

道路維持 桝清掃 作業形態 箇所 1

機械使用区分

土砂厚

道路維持 橋梁清掃工 伸縮継手清掃 作業形態 ｍ 1

道路維持 排水管清掃 作業形態 ｍ 10

高所作業車の機械使用条件

道路維持 ガードパイプ清掃 作業形態 ｍ 1

道路維持 トンネル照明器具清掃(機械) 作業形態 ㎞ 0.1

道路維持 トンネル照明器具清掃(人力) 作業形態 灯 1

高所作業車の機械使用条件

道路維持 視線誘導標清掃 作業形態 本 1

道路維持 トンネル壁面清掃 作業形態 ｍ 12

散水車使用区分

ブラシ使用区分

（貸与の場合：）散水車機種
2 2 2道路維持 道路除草工 除草 ｍ 1,000 ただし100,000ｍ 未満の場合は100ｍ

道路維持 応急処理工 応急作業 作業形態 日 1

道路維持 冬季安全施設工 スノーポール設置・撤去 スノーポール種類 本 1

作業区分

スノーポール材料の計上

道路維持 防雪柵 防雪防護柵種類 ｍ 1

柵高

道路維持 落雪(せり出し)防護柵 防雪防護柵種類 ｍ 1

柵高

道路維持 防雪柵現地張出・収納 防雪柵種類 ｍ 1

作業区分

雪寒 一般・運搬・歩道除雪 各種 機種 時間 1

作業種別

種別時間帯（昼間or夜間）

機械持込or貸与

雪寒 凍結防止工 各種 機種 時間 1

時間帯（昼間or夜間）

雪寒 凍結防止工 各種 機械持込or貸与 時間 1

現行どおり

現行どおり



記載の変更

（控え頁）

1／2

工　　　種 土工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

1-2-2

積算上の注意事項



記載の変更

改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

工　　　種 土工

積算上の注意事項

（控え頁）

2／2

現　　　　　　　　　　　　　　　　行

. .

1-2-3

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行



記載の変更・削除

. .

1-4-2

積算上の注意事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

工　　　種 コンクリート工

（控え頁）

1／1

４章 コンクリート工 

４．１ コンクリート工 

 
 １．適用 

 一般的な構造物のコンクリート打設に適用する。 
 ただし、ダムコンクリート、トンネル覆工コンクリート、砂防コンクリート、コンクリ

ート舗装、消波根固めブロック工、コンクリート桁及び軽量コンクリート等の特殊コンク

リート打設、４．４張りコンクリート工、第１編(共通編)６章6.4場所打擁壁工（１）

（２）、７章函渠工（１）（２）、第３編(道路編)７章橋台・橋脚工（１）（２）、１０

章共同溝工（１）（２）に、張りコンクリートは適用しない。 

 
 ２．数量算出項目 

 コンクリート、均しコンクリートの数量を区分ごとに算出する。 

 
 ３．区分 

 区分は、構造物種別、コンクリート規格とする。 

 
 （１）数量算出項目及び区分一覧表 

区 分 
項 目 

BIM/CIM 
モデル 

属性情報 
構造物種別 コンクリート規格 単位 数量 備考 

コンクリート A ○ ○ m3   
モルタル練り A  〇 m3   

 
「コンクリート」は、BIM/CIMモデルより体積を算出し、属性情報を用いて構造物種別等を

区分することより「Ａ」を適用する。 
 
 （２）構造物種別 

構造物種別ごとに各部ごとの数量を算出し集計する。 
①無筋・鉄筋構造物 
②小型構造物 
 

 （３）コンクリート規格 
コンクリート規格ごとの数量を算出し集計する。 

 

 （４）モルタル練 
セメント種類は、①普通と②高炉ごとの数量を算出し集計する。 
混合比は、セメント種類ごと①1:1、②1:2、③1:3ごとの数量を算出し集計する。 

現行どおり

 （４）モルタル練 
セメント種類は、①普通と②高炉規格ごとの数量を算出し集計する。 
混合比は、セメント種類ごと①1:1、②1:2、③1:3（セメント：砂）ごとの数量を算出し集計

とする。 



記載の削除

記載の削除・修正

. .

1-5-12

積算上の注意事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

工　　　種 植生工

（控え頁）

1／2

５．３ 植生工 

 

 １．適用  

植生基材吹付工、客土吹付工、種子散布工、植生マット工、植生シート工、植生筋工、筋芝

工、張芝工、市松芝工（格子状に張る場合）、人工張芝工（ネット又はワラ付張芝）、野芝種子

吹付工、繊維ネット工、法面施肥工に適用する。 

 

 ２．数量算出項目  

植生基材吹付、客土吹付、種子散布、植生マット、植生シート、植生筋、筋芝、張芝、市松

芝、人工張芝、野芝種子吹付、繊維ネット、法面施肥の面積を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

区分は、吹付厚さ、種子配合、法長、垂直高とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表 

     区 

分 

項 目 

BIM/CIM 

モデル 

属性情報 

吹付厚さ 種子配合 法長 垂直高 単位 数量 備 考 

植生基材吹付 Ｂ 〇 〇 × 〇 ｍ２  注)１ 

客 土 吹 付 Ｂ 〇 〇 × 〇 ｍ２   

種 子 散 布 Ｂ × 〇 × 〇 ｍ２   注)５ 

植 生 マ ッ ト Ｂ × 〇 × × ｍ２   

植 生 シ ー ト Ｂ × 〇 × × ｍ２  注)２ 

植 生 筋 Ｂ × × × × ｍ２  注)３ 

筋 芝 Ｂ × × × × ｍ２  注)３ 

張 芝 Ｂ × × × × ｍ２  注)３、注)５ 

市 松 芝 Ｂ × × × × ｍ２  注)３、注)４ 

人 工 張 芝 Ｂ × × × × ｍ２  注)９、注)１０ 

野芝種子吹付 Ｂ × × × × ｍ２  注)６ 

繊 維 ネ ッ ト Ｂ × × × × ｍ２  注)７ 

法 面 施 肥 Ｂ × × 〇 × ｍ２  注)８ 

 

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
 

注）１．植生基材吹付については、通常の吹付と枠内吹付に区分して算出する。また、施工基面

（機械設置基面）から上面への施工か、下面への施工であるかを区分して算出する。 

２．植生シートについては、標準品と環境品（分解［腐食］型及び循環型［間伐材等使用］）

に区分して算出する。 

３．植生筋、筋芝、張芝、市松芝は、材料の総面積ではなく、対象となる法面等の施工面積

を算出する。 

４．市松芝は平面部への高麗芝、野芝の芝付と、法面部への高麗芝、野芝の芝付、耳芝のみ

の施工の場合、公園工事の場合に区分して算出するものとする。散水養生、施肥が必要

な場合は別途算出する。 

５．種子散布及び張芝については、平面部・法面部に区分せず合計を算出する。 

現行どおり

現行どおり

５．３ 植生工 

 

 １．適用  

植生基材吹付工、客土吹付工、種子散布工、植生マット工、植生シート工、植生筋工、筋芝

工、張芝工、市松芝工（格子状に張る場合）、人工張芝工（ネット又はワラ付張芝）、野芝種子

吹付工、繊維ネット工、法面施肥工に適用する。 

 

 ２．数量算出項目  

植生基材吹付、客土吹付、種子散布、植生マット、植生シート、植生筋、筋芝、張芝、市松

芝、人工張芝、野芝種子吹付、繊維ネット、法面施肥の面積を区分ごとに算出する。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表 

     区 

分 

項 目 

BIM/CIM 

モデル 

属性情報 

吹付厚さ 種子配合 法長 垂直高 単位 数量 備 考 

植生基材吹付 Ｂ 〇 〇 × 〇 ｍ２  注)１ 

客 土 吹 付 Ｂ 〇 〇 × 〇 ｍ２   

種 子 散 布 Ｂ × 〇 × 〇 ｍ２   注)５ 

植 生 マ ッ ト Ｂ × 〇 × × ｍ２   

植 生 シ ー ト Ｂ × 〇 × × ｍ２  注)２ 

植 生 筋 Ｂ × × × × ｍ２  注)３ 

筋 芝 Ｂ × × × × ｍ２  注)３ 

張 芝 Ｂ × × × × ｍ２  注)３、注)５ 

市 松 芝 Ｂ × × × × ｍ２  注)３、注)４ 

人 工 張 芝 Ｂ × × × × ｍ２  注)７、注)８ 

野芝種子吹付 Ｂ × × × × ｍ２  注)６ 

繊 維 ネ ッ ト Ｂ × × × × ｍ２  注)７ 

法 面 施 肥 Ｂ × × 〇 × ｍ２  注)８ 

 



記載の削除・修正

記載の削除・修正

. .

1-5-13

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

積算上の注意事項

（控え頁）

2／2

現　　　　　　　　　　　　　　　　行

工　　　種 植生工

改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

現行どおり

６．被覆シート張、養生（散水養生）が必要な場合は、別途算出する。 

７６．繊維ネットは、肥料袋の有無でも区分して算出する。 

８．法面施肥は、肥料の使用量(ｇ／ｍ２)も算出する。また、法勾配を備考欄に明記する。 

９７．かけ土は必要に応じて別途算出する。 

１０８．落下防止、姿勢維持のための仮設ロープ等を使用する場合は別途算出する。 

 （４）法長区分 

法長による区分は、下表のとおりとする。 

項 目 平均法長による区分 

法 面 施 肥 ①２０ｍ以下 ②２０ｍを超え５０ｍ以下 ③５０ｍを超える 

 

 （５４）垂直高区分  

法面の垂直高による区分は、下表のとおりとする。 

項 目 法面垂直高による区分 

植生基材吹付 ①４５ｍ以下 ②４５ｍを超え８０ｍ以下 ③８０ｍを超える 

客 土 吹 付 工 ①２５ｍ以下 ②２５ｍを超える 

種 子 散 布 工 ①３０ｍ以下 ②３０ｍを超える 

注）垂直高は、施工基面（機械設置基面）からの高さとする。 



記載の追加

記載の追加・変更

記載の追加・変更

記載の追加

.

1-5-14

積算上の注意事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

工　　　種 コンクリートブロック積(張)工

（控え頁）

1／7

５．４  コンクリートブロック積(張)工 

 

 １．適用 

コンクリートブロック積工、コンクリートブロック張工及び緑化ブロック積工に適用する。 

 

 ２．数量算出項目 

コンクリートブロック積、大型ブロック積、間知ブロック張、平ブロック張、連節ブロック張

、緑化ブロック積、胴込・裏込コンクリート、胴込・裏込材（砕石）、遮水シート張、吸出防止

材（全面）設置、植樹、現場打基礎コンクリート、天端コンクリート、プレキャスト基礎ブロッ

ク、小口止、横帯コンクリート、巻止コンクリートの数量を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

区分は、規格、構造とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表 

  ①コンクリートブロック積 

     区 分 

 

項 目       

BIM/CIM 

モデル 

属性情報 

鉄筋 

規格 

鉄筋 

１０ｍ２当

り使用量 

単位 数 量 備 考 

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積 Ｂ 〇 〇 ｍ２   

 
BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
 

注）１．コンクリートブロック積工は、勾配１割未満、ブロック質量１５０ｋｇ/個以上 

４５０ｋｇ/個以下の場合である。 

２．設計面積は、調整コンクリートを含んだ面積とし、小口止、天端コンクリートは別途計

上する。 

３．施工箇所が点在する場合は、その施工箇所ごとに区分して算出する。 
 

②大型ブロック積 

区 分 

 

項 目 

BIM/CIM 

モデル 

属性情報 

ブロック 

規格 

水抜き 

パイプ

の有無 

単位 数 量 備 考 

大型ブロック積 Ｂ 〇 〇 ｍ２   

 

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
 

注）１．大型ブロック積工は、勾配１割未満、ブロック質量４，６００ｋｇ/個以下、控え長 

５００ｍｍ以上の場合である。 

２．設計面積は、調整コンクリートを含んだ面積とし、小口止、天端コンクリートは別途計

上する。 

３．施工箇所が点在する場合は、その施工箇所ごとに区分して算出する。 

②大型ブロック積 

区 分 

 

項 目 

BIM/CIM 

モデル 

属性情報 

ブロック 

規格 

ブロック 

の質量 

水抜き 

パイプ

の有無 

単位 数 量 備 考 

大型ブロック積 Ｂ 〇 〇 〇 ｍ２   

 

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
 

注）１．大型ブロック積工は、勾配１割未満、ブロック質量４，６００ｋｇ/個以下、控え長 

５００ｍｍ以上の場合である。 

２．設計面積は、調整コンクリートを含んだ面積とし、小口止、横帯（隔壁）、天端コンクリ

ートは別途計上する。 

３．施工箇所が点在する場合は、その施工箇所ごとに区分して算出する。 

５．４  コンクリートブロック積(張)工 

 

 １．適用 

コンクリートブロック積工、コンクリートブロック張工及び緑化ブロック積工に適用する。 

なお，コンクリートブロック積工は，間知ブロック積及び大型ブロック積を対象とし，コン

クリートブロック張工は，間知ブロック張，平ブロック張及び連節ブロック張を対象とする。 

 

 ２．数量算出項目 

コンクリート間知ブロック積、大型ブロック積、間知ブロック張、平ブロック張、連節ブロッ

ク張、緑化ブロック積、胴込・裏込コンクリート、胴込・裏込材（砕石）、遮水シート張、吸出

防止材（全面）設置、植樹、現場打基礎コンクリート、現場打小口止コンクリート、現場打横帯

（隔壁）コンクリート、現場打天端コンクリート、プレキャスト基礎ブロック、プレキャスト小

口止ブロック、プレキャスト横帯コンクリート（隔壁）ブロック、プレキャスト巻止コンクリー

トブロックの数量を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

区分は、規格、構造とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表 

  ①コンクリート間知ブロック積 

     区 分 

 

項 目       

BIM/CIM 

モデル 

属性情報 

鉄筋 

規格 

鉄筋 

１０ｍ２当

り使用量 

単位 数 量 備 考 

ｺﾝｸﾘｰﾄ間知ﾌﾞﾛｯｸ
積 

Ｂ 〇 〇 ｍ２   

 

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
 

注）１．コンクリート間知ブロック積工は、勾配１割未満、ブロック質量１５０ｋｇ/個以上 

４５０７３０ｋｇ/個以下の場合である。 

２．設計面積は、調整コンクリートを含んだ面積とし、小口止、横帯（隔壁）、天端コンクリ

ートは別途計上する。 

３．施工箇所が点在する場合は、その施工箇所ごとに区分して算出する。 



記載の追加

記載の追加

記載の追加

. .

1-5-15

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

積算上の注意事項

（控え頁）

2／7

現　　　　　　　　　　　　　　　　行

工　　　種 コンクリートブロック積(張)工

改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

 

注）１．間知ブロック張工は法勾配が１割以上、ブロック質量７７０ｋｇ／個以下の場合である。

２．設計面積は、調整コンクリートを含んだ面積とし、小口止、横帯（隔壁）、天端コンクリ

ートは別途計上する。 

３．間知ブロック張と遮水シート張（ブロック背面）は、同施工面積とする。 
 

③間知ブロック張 

区分 

 

 

項目 

BIM/CIM 

モデル 

属性情報 

間知
ﾌﾞﾛｯ
ｸ 

規格 

裏込
材 
規格 

裏込
材 10
ｍ2当
り使
用量 

胴込･
裏込ｺﾝ
ｸﾘｰ ﾄ
規格 

胴込･裏
込ｺﾝｸﾘｰ
ﾄ 10ｍ2

当り使
用量 

遮水 

シー

ト 
規格 

単位 数量 備考 

間知 
ﾌﾞﾛｯｸ張 

Ｂ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ｍ２   

 
BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
 
注）１．間知ブロック張工は法勾配が１割以上、ブロック質量７７０ｋｇ／個以下の場合である。

２．設計面積は、調整コンクリートを含んだ面積とし、小口止、横帯、天端コンクリートは別

途計上する。 

３．間知ブロック張と遮水シート張（ブロック背面）は、同施工面積とする。 
 

④平ブロック張 

区 分 

 

 

 

項 目 

BIM/CIM 

モデル 

属性情報 

ﾌﾞﾛｯ

ｸの

質量 

平ﾌﾞ

ﾛｯｸ

規格 

裏込

材 

規格 

裏込

材10

ｍ2当

り使

用量 

遮水

シー

ト 

規格 

吸出

防止

材の

有無 

連結

金具

の 

有無 

連結

金具

10ｍ2

当り

使用

量 

単位 数量 備考 

平ブロック張 Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｍ２   

 
BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
 

注）１．平ブロックの張工（勾配１割以上、ブロック質量７７０ｋｇ/個以下）の場合である。 

２．平ブロック張と遮水シート張（ブロック背面）は、同施工面積とする。 

３．設計面積は、調整コンクリートを含んだ面積とし、小口止、天端コンクリートは別途計

上する。 

４．施工箇所が点在する場合は、その施工箇所ごとに区分し、河川護岸においてはさらに低

水・高水護岸に区分して算出する。 

 

⑤連節ブロック張 

区 分 

項 目 

BIM/CIM 

モデル 

属性情報 

ブロック 

の質量 

連節 

鉄筋 

(鋼線)規格 

遮水 

シート

規格 

吸出し

防止材

の有無 

単位 数量 備考 

連節ブロック張 Ｂ ○ ○ ○ ○ ｍ２   

 
BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
 

注）１．連節ブロックの張工（勾配１割以上、ブロック質量７７０ｋｇ/個以下）の場合である。

２．連節ブロック張と遮水シート張（ブロック背面）は、同施工面積とする。 

３．設計面積は、調整コンクリートを含んだ面積とし、小口止、天端コンクリートは別途計

上する。 

４．施工箇所が点在する場合は、その施工箇所ごとに区分し、河川護岸においてはさらに低

水・高水護岸に区分して算出する。 

 

注）１．平ブロックの張工（勾配１割以上、ブロック質量７７０ｋｇ/個以下）の場合である。 

２．平ブロック張と遮水シート張（ブロック背面）は、同施工面積とする。 

３．設計面積は、調整コンクリートを含んだ面積とし、小口止、横帯（隔壁）、天端コンクリ

ートは別途計上する。 

４．施工箇所が点在する場合は、その施工箇所ごとに区分し、河川護岸においてはさらに低

水・高水護岸に区分して算出する。 

⑤連節ブロック張 

区 分 

項 目 

BIM/CIM 

モデル 

属性情報 

ブロック 

の質量 

連結 

方法 

連節 

鉄筋 

(鋼線)規格 

遮水 

シート

規格 

吸出し

防止材

の有無 

単位 数量 備考 

連節ブロック張 Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ｍ２   

 
BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
 
注）１．連節ブロックの張工（勾配１割以上、ブロック質量７７０ｋｇ/個以下）の場合である。

２．連節ブロック張と遮水シート張（ブロック背面）は、同施工面積とする。 

３．設計面積は、調整コンクリートを含んだ面積とし、小口止、横帯（隔壁）、天端コンクリ

ートは別途計上する。 

４．施工箇所が点在する場合は、その施工箇所ごとに区分し、河川護岸においてはさらに低

水・高水護岸に区分して算出する。 

現行どおり

現行どおり



記載の追加

記載の追加

記載の変更

工　　　種 コンクリートブロック積(張)工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

1-5-16

積算上の注意事項

（控え頁）

3／7

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

⑥緑化ブロック積 

区 分 

 

 

 

項 目 

BIM/CIM 

モデル 

属性情報 

緑化 

ﾌﾞﾛｯｸ 

の質量 

裏込材 

規格 

裏込材 

10ｍ２ 

当り 

使用量 

胴込･ 

裏込 

ｺﾝｸﾘｰﾄ 

規格 

胴込･裏込 

ｺﾝｸﾘｰﾄ 

10ｍ2当り 

使用量 

単位 数量 備考 

緑化ﾌﾞﾛｯｸ積 Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ｍ２   

 
BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
 

注）１．緑化ブロックの積工（勾配１割未満、ブロック質量９８０ｋｇ／個以下）の場合である。

２．設計面積は、調整コンクリートを含んだ面積とし、小口止、天端コンクリートは別途計

上する。 

３．施工箇所が点在する場合は、その施工箇所ごとに区分して算出する。 

 

⑦胴込・裏込ｺﾝｸﾘｰﾄ、胴込・裏込材（砕石）、遮水シート張、吸出し防止材(全面)設置、植樹 

区 分 

項 目 

BIM/CIM

モデル 

属性情報 

生ｺﾝｸﾘ

ｰﾄ規格 

ﾌﾞﾛｯｸ

の種類 

胴込･裏込

材規格 

遮水シート 

規格 
単位 数量 備考 

胴込･裏込ｺﾝｸﾘｰﾄ Ａ ○ ○ × × ｍ３   

胴込･裏込材(砕石) Ａ × ○ ○ × ｍ３   

遮水ｼｰﾄ張 Ｂ × × × ○ ｍ２   

吸出し防止材 

(全面)設置 
Ｂ × × × × ｍ２   

植樹 Ｂ × × × × 本   

 
BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
 

注）施工箇所が点在する場合は、その施工箇所ごとに区分して算出する。 

 

⑧現場打基礎コンクリート、プレキャスト基礎ブロック 

区 分 

 

項 目 

BIM/CIM 

モデル 

属性情報 

生ｺﾝｸﾘｰﾄ

規格 

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ 

基礎ﾌﾞﾛｯｸ 

規格 

基礎砕石 

の有無 

養生工 

の種類 
単位 数量 備考 

現場打基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ Ａ ○ × ○ ○ ｍ   

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ基礎ﾌﾞﾛｯｸ Ｂ × ○ × × ｍ   

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ基礎ﾌﾞﾛｯｸ 

（材料費） 
Ｂ × ○ × × ｍ   

 
BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
 

注）現場打ち基礎コンクリートは、体積（ｍ３）も算出するとともに、底幅及び高さも示す。 

 

注）１．緑化ブロックの積工（勾配１割未満、ブロック質量９８０ｋｇ／個以下）の場合である。

２．設計面積は、調整コンクリートを含んだ面積とし、小口止、横帯（隔壁）、天端コンクリ

ートは別途計上する。 

３．施工箇所が点在する場合は、その施工箇所ごとに区分して算出する。 

 

 
注）現場打ち基礎コンクリートは、体積（ｍ３）も算出するとともに、底幅及び高さも示す。

⑦胴込・裏込コンクリート、胴込・裏込材（砕石）、遮水シート張、吸出し防止材(全面)設置、植樹 

区 分 

項 目 

BIM/CIM

モデル 

属性情報 

生ｺﾝｸﾘ

ｰﾄ規格 

ﾌﾞﾛｯｸ

の種類 

ブロック 

の質量 

胴込･裏

込材規格 

遮水シート

規格 
単位 数量 備考 

胴込･裏込ｺﾝｸﾘｰﾄ Ａ ○ ○ ○ × × ｍ３   

胴込･裏込材(砕石) Ａ × ○ × ○ × ｍ３   

遮水ｼｰﾄ張 Ｂ × × × × ○ ｍ２   

吸出し防止材 

(全面)設置 
Ｂ × × × × × ｍ２   

植樹 Ｂ × × × × × 本   

 
BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
 
注）施工箇所が点在する場合は、その施工箇所ごとに区分して算出する。 

現行どおり

現行どおり



記載の追加

記載の追加・変
更・削除

記載の追加・変
更・削除

工　　　種 コンクリートブロック積(張)工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

1-5-17

積算上の注意事項

（控え頁）

4／7

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

⑨天端コンクリート 

区 分 

項 目 

BIM/CIM 

モデル 

属性情報 

生ｺﾝｸﾘｰﾄ 

規格 

ｺﾝｸﾘｰﾄ 

打設条件 

養生工 

の種類 
単位 数量 備考 

天端コンクリート Ａ ○ ○ ○ ｍ３   

 
BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

 

⑩小口止、横帯コンクリート、巻止コンクリート 

区 分 

項 目 
BIM/CIM 

モデル 

属性情報 

規格 構造 単位 数量 備考 

小口止 Ａ 

○ × 

ｍ   

横帯コンクリート Ａ ｍ   

巻止コンクリート Ａ ｍ   

型枠 Ｂ ｍ２   

裏込材 Ｂ ｍ２   

目地材 Ｂ ｍ２   

基礎砕石 Ｂ ｍ２   

 
BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
 

注）１．必要に応じて数量を項目ごとに算出する。 

２．小口止、横帯コンクリート及び巻止コンクリートについては、体積（ｍ３）も算出するこ

と。 

（２）規格区分 

コンクリートブロック積、コンクリートブロック張及び緑化ブロック積は、ブロックの種類、

質量、形状及び大きさごとに区分して算出する。 

小口止、横帯コンクリート及び巻止コンクリートは、形状及び寸法ごとに区分して算出する。 

 

  （３）構造区分 

空積（張）及び練積（張）に区分して算出する。 

 

⑨現場打天端コンクリート 

区 分 

項 目 

BIM/CIM 

モデル 

属性情報 

生ｺﾝｸﾘｰﾄ 

規格 

ｺﾝｸﾘｰﾄ 

打設条件 

養生工 

の種類 
単位 数量 備考 

現場打天端コンクリ

ート 
Ａ ○ ○ ○ ｍ３   

 
BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

 

⑩現場打小口止コンクリート、プレキャスト小口止ブロック、現場打横帯（隔壁）コンクリート、

プレキャスト横帯（隔壁）ブロック、プレキャスト巻止コンクリートブロック 

区 分 

項 目 BIM/CIM 

モデル 

属性情報 

規格 構造 
養生工の

種類 
単位 数量 備考 

現場打小口止コンクリート Ａ 

○ × 

○ ｍ   

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ小口止ﾌﾞﾛｯｸ Ｂ × ｍ   

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ小口止ﾌﾞﾛｯｸ 

（材料費） 
Ｂ × ｍ   

現場打横帯（隔壁）ｺﾝｸﾘｰﾄ Ａ ○ ｍ   

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ横帯（隔壁）ﾌﾞﾛｯｸ Ｂ × ｍ   

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ横帯（隔壁）ﾌﾞﾛｯｸ 

（材料費） 
Ｂ × ｍ   

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ巻止コンクリートﾌ

ﾞﾛｯｸ 
ＡＢ × ｍ   

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ巻止ﾌﾞﾛｯｸ 

（材料費） 
Ｂ × ｍ   

型枠 Ｂ × ｍ２   

裏込材 Ｂ × ｍ２   

目地材 Ｂ × ｍ２   

基礎砕石 Ｂ × ｍ２   

 
BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
 
注）１．必要に応じて数量を項目ごとに算出する。 

２．現場打小口止コンクリート、現場打横帯（隔壁）コンクリート及び巻止コンクリートに

ついては、体積（ｍ３）も算出すること。 

 

（２）規格区分 

コンクリートブロック積、コンクリートブロック張及び緑化ブロック積、プレキャスト小口止

ブロック、プレキャスト横帯（隔壁）ブロック、プレキャスト巻止ブロックは、ブロックの種類、

質量、形状及び大きさごとに区分して算出する。 

現場打小口止コンクリート、現場打横帯（隔壁）コンクリート及び巻止現場打天端コンクリー

トは、形状及び寸法ごとに区分して算出する。 

 

  （３）構造区分 

空積（張）及び練積（張）に区分して算出する。 



記載の削除

工　　　種 コンクリートブロック積(張)工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

5

積算上の注意事項

（控え頁）

5／7

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

現行どおり



記載の変更

記載の追加

工　　　種 コンクリートブロック積(張)工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

6

積算上の注意事項

（控え頁）

6／7

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

.

現行どおり



図の追加

図の追加

工　　　種 コンクリートブロック積(張)工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

7

積算上の注意事項

（控え頁）

7／7

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

現行なし



記載の追加

（控え頁）

1／1

工　　　種 石積（張）工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

1-5-26

積算上の注意事項

（６）裏込材の有無による区分 

裏込材の有無による区分は、以下のとおりとする。 

裏込材の有無   有り   
   

無し    
 

（７）積張の区分 

積張の区分は、以下のとおりとする。 

積張の区分   積工   
   

張工    
 

関連数量算出項目 

項目 
BIM/CIM 

モデル 

属性情報 

単位 数量 備考 

水抜パイプ（材料） Ｂ ｍ  必要な場合別途計上 

吸出し防止材（材料） Ｂ ｍ２  必要な場合別途計上 

吸出し防止材設置工 Ｂ ｍ２  全面設置が必要な場合別途計上 

現場打基礎コンクリート Ａ ｍ３  
「第１編（共通編）５．４コンクリ
ートブロック積（張）工」参照 

天端コンクリート Ａ ｍ３  
「第１編（共通編）５．４コンクリ
ートブロック積（張）工」参照 

 
BIM/CIMモデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

 

４．数量算出方法  

数量算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか、下記の方法によるものとする。 

 

（１）胴込コンクリート量 

胴込コンクリート量は、玉石の場合は面積に控長の１／３を、雑割石の場合は１／２を乗じた

体積（ｍ３）とする。 

 

（２）裏込コンクリート及び裏込材の量 

裏込コンクリート及び裏込材の量は、面積に必要厚を乗じた体積（ｍ３）とする。 

 

（３）空石張の胴込材の量 

空石張の胴込材の量は、面積に玉石の控長の１／３を乗じた体積（ｍ３）とする。 

 

（４）石積（張）（材料費） 

石積（張）（材料費）は、石の種類（玉石、雑割石）ごとに面積（ｍ２）を算出する。 

現行どおり

現行どおり

関連数量算出項目 

項目 
BIM/CIM 

モデル 

属性情報 

単位 数量 備考 

水抜パイプ（材料） Ｂ ｍ  必要な場合別途計上 

吸出し防止材（材料） Ｂ ｍ２  必要な場合別途計上 

吸出し防止材設置工 Ｂ ｍ２  全面設置が必要な場合別途計上 

現場打基礎コンクリート Ａ ｍ３  

「第１編（共通編）５．４コンクリ
ートブロック積（張）工」参照 

プレキャスト基礎ブロック Ｂ ｍ  

現場打小口止コンクリート Ａ ｍ  

プレキャスト小口止ブロック Ｂ ｍ  

現場打横帯(隔壁)コンクリート Ａ ｍ  

プレキャスト横帯（隔壁）ブロック  Ｂ ｍ  

現場打天端コンクリート Ａ ｍ３  

 
BIM/CIMモデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする。 

注）現場打基礎コンクリート、現場打小口止コンクリート、現場打横帯（隔壁）コンクリートに

ついては、体積（ｍ３）も算出すること。 



歩掛の廃止

. .

2-4-5

積算上の注意事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

工　　　種 堤防天端補修工

（控え頁）

1／1

４．２ 堤防天端補修工 

 １．適用 

河川堤防の管理用通路における堤防天端補修に適用する。 

 

 ２．数量算出項目 

 不陸整正・締固めの面積を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

 区分は、補修材敷均しの有無、補修材の種類、補修材平均厚さとする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表 
 

     区 分 

項 目 

BIM/CIM

モデル 

属 性 情 報 

補修材敷均し 

の有無 

補修材 

の種類 

補修材 

平均厚さ 
単位 数量 備考 

不陸整正・締固め Ｂ ○ ○ ○ ｍ２   

   BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
 

  （２）不陸整正・締固めの補修材敷均しの有無による区分 

補修材敷均しの有無   無し   
   

有り    

 

  （３）不陸整正・締固めの補修材平均厚さによる区分 

補修材平均厚さ   ２５ｍｍ未満   
   

２５ｍｍ以上７５ｍｍ未満    
   

７５ｍｍ以上１２５ｍｍ未満    
   

１２５ｍｍ以上１７５ｍｍ未満    
   

１７５ｍｍ以上２２５ｍｍ未満    
   

２２５ｍｍ以上２７５ｍｍ未満    
   

２７５ｍｍ以上３２５ｍｍ未満    

 

４．数量算出方法 

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」による。 

 

削除



記載の削除

記載の削除

. .

3-2-9

積算上の注意事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

工　　　種 防護柵工

（控え頁）

1／1

２．２  防護柵設置工 

 

 ２．２．１ 防護柵工 

 
  １．適用 

 ガードレール、ガードパイプ、ガードケーブル、ボックスビーム及び横断・転落防止柵の設置
工及撤去工に適用する。 

 

 ２．数量算出項目 

 ガードレール、ガードパイプ、ガードケーブル、ボックスビーム及び横断・転落防止柵の延長
を区分ごとに算出する。 

 

  ３．区分 

  区分は、規格、設置形式とする。 

 

  （１）数量算出項目及び区分一覧表 

区 分 
項 目 

BIM/CIM 
モデル 

属性情報 

規格 設置形式 単位 数量 備考 

ガードレール Ｂ ○ ○ ｍ   

ガードパイプ Ｂ ○ ○ ｍ   

ガードケーブル Ｂ ○ ○ ｍ   

ボックスビーム Ｂ ○ ○ ｍ   

横断防止柵 Ｂ ○ ○ ｍ  支柱間隔別に算出 

   BIM/CIMモデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

 
 （２）設置形式区分 
    

   １）ガードレール、ガードパイプ、ガードケーブル、ボックスビームの設置形式による区分 
     は、下記のとおりとする。   

       ① 土中建込用 
       ② コンクリート建込用 

 

２．２ 防護柵設置工

２．２．１ 防護柵工

１．適用

ガードレール、ガードパイプ、ガードケーブル、ボックスビーム及び横断・転落防止柵の

設置工及撤去工に適用する。

２．数量算出項目

ガードレール、ガードパイプ、ガードケーブル、ボックスビーム及び横断・転落防止柵の

延長を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は、規格、設置形式とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

属 性 情 報区 分
BIM/CI

設 置M 規 格 単位 数 量 備 考
項 目 形 式モデル

ガ ー ド レ ー ル Ｂ ○ ○ ｍ

ガ ー ド パ イ プ Ｂ ○ ○ ｍ

ガ ー ド ケ ー ブ ル Ｂ ○ ○ ｍ

ボ ッ ク ス ビ ー ム Ｂ ○ ○ ｍ

横 断 防 止 柵 Ｂ ○ ○ ｍ 支柱間隔別に算出

BIM/CIMモデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする

（２）設置形式区分

１）ガードレール、ガードパイプ、ガードケーブル、ボックスビームの設置形式による区分

は、下記のとおりとする。

① 土中建込用

② コンクリート建込用

２）横断・転落防止柵の設置形式による区分は、下記のとおりとする。

① 土中建込用

② コンクリート建込用

③ プレキャストコンクリートブロック建込用（基礎ブロック質量１００ｋｇ／個未満）

④ プレキャストコンクリートブロック建込用（基礎ブロック質量１００ｋｇ／個以上）

⑤ アンカーボルト固定用

現行どおり



記載の追加

記載の追加

. .

3-2-41

積算上の注意事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

工　　　種 しゃ音壁設置工

（控え頁）

1／1



記載の変更

. .

3-3-61

積算上の注意事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

工　　　種 落橋防止装置

（控え頁）

1／1

現行どおり

５．参考 
 
  コンクリート削孔機種の選定は、下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※現場条件とは，作業スペース，騒音・振動による制限及び既設配筋間隔等による施工障害とする。 

 

コンクリート削穿孔機 

（［電動式コアボーリングマシン）］ 

さく岩機 

［ハンドドリル（空圧式）］ 

電動ハンマドリル 

Ｙｅｓ 

Ｎｏ 20≦Ｄ≦30 

かつ 

ℓ≦200 

鋼製ブラケット

用アンカー又は 

中間貫通孔 

Ｄ＜20 

20≦Ｄ≦50 
かつ 

200＜ℓ≦800 

現場条件※に 

よりさく岩機による 

施工が可能か 

Ｄ≦110 
かつ 

ℓ≦1,300 

別途考慮 

Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ 

Ｎｏ 

Ｎｏ 

Ｎｏ Ｎｏ 

Ｎｏ 

Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ 

Ｄ：削孔径（㎜） 

ℓ：削孔深さ（㎜） 



記載の削除

（控え頁）

1／1

工　　　種 沓座拡幅工・桁連結工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

3-8-8

積算上の注意事項

現行どおり

現行どおり

４．数量算出方法  

  数量算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか、下記の方法によるものとする。 

 

（１）アンカー筋（材料費）は、規格ごとに本数を算出する。 

（２）注入材（材料費）は、ロスを１６％とし規格ごとに１本当りの使用量（kg）を算出する。 

（３）鉄筋（沓座拡幅工）は、ロスを１％とし規格ごとに質量（ｔ）を算出する。 

（４）コンクリート（沓座拡幅工）は、ロスを１１％とし規格ごとに数量（ｍ３）を算出する。 

（５）足場面積は、現場条件、施工条件等を考慮して必要面積を算定するものとするが、一般に 

は次式により算定する。 

 

足場面積Ａ＝（Ｌ＋２）×２×１．５×ｎ 

 

Ｌ：橋台及び橋脚の長さ（ｍ） 

ｎ：橋台及び橋脚の数（ただし橋台の場合は１／２とする。） 

 



歩掛の廃止

. .

3-9-11

積算上の注意事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

工　　　種 トンネル内装板設置工

（控え頁）

1／2

９．２ トンネル内装板設置工 

 

 １．適用 

トンネル内装板設置工の側壁用内装板のみに適用する。 

 

 ２．数量算出項目 

トンネル内装板設置、トンネル内装板（材料費）の数量を算出する。 

 

 ３．区分 

区分は、規格とする。 

 

 

（１）数量算出項目及び区分一覧表 
区分 

項 目 
BIM/CIM

モデル 
属性情報 

規格 単位 数量 備考 
トンネル内装板設置 Ｂ × ｍ２   

トンネル内装板（材料費） Ｂ ○ ｍ２   
 

「トンネル内装板設置」は、簡易な形状（点、線、面）を用いて位置と面積を算出することより

「Ｂ」を適用する。 
「トンネル内装板（材料費）」は、簡易な形状（点、線、面）を用いて位置と面積を算出し、属性

情報を用いて規格を区分することより「Ｂ」を適用する。 
 

関連数量算出項目 

項目 
BIM/CIM

モデル 
単位 数量 備考 

足場 Ｂ 掛ｍ２  
「第１編（共通編）１１．４足場工」
参照及び、必要な場合別途計上 

高所作業車 Ｄ   必要な場合別途計上 

   BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

 

 ４．数量算出方法 

数量算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」による。 

削除



歩掛の廃止

. .

3-9-12

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

積算上の注意事項

（控え頁）

2／2

現　　　　　　　　　　　　　　　　行

工　　　種 トンネル内装板設置工

改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

削除



（控え頁）

1／1

工　　　種 鉄筋工（太径鉄筋含む）

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

1-4-9

積算上の注意事項

記載の変更

現行どおり

現行どおり



（控え頁）

1／1

工　　　種 場所打擁壁工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

.

1-6-13

積算上の注意事項

記載位置の変更

６．４．２ 場所打擁壁工（２） 
   

１．適用 

場所打擁壁工（１）の適用範囲を外れた擁壁工のコンクリート打設に適用する。 

参考（場所打揚壁工（１）の適用範囲を外れた擁壁工） 

・重力式擁壁[ 擁壁平均高さ５ｍを超えるもの] 

・もたれ式擁壁[ 擁壁平均高さ１ｍを超え３ｍ未満のもの，或いは８ｍを超えるもの] 

・逆Ｔ型擁壁[ 擁壁平均高さ１ｍを超え３ｍ未満のもの，或いは10ｍを超えるもの] 

・Ｌ型擁壁[ 擁壁平均高さ１ｍを超え３ｍ未満のもの，或いは７ｍを超えるもの] 

・重力式擁壁，もたれ式擁壁，逆Ｔ型擁壁，Ｌ型擁壁以外の形式の現場打擁壁 

 

  ２．数量算出項目 

コンクリート（場所打擁壁）の数量を区分ごとに算出する。 

 

  ３．区分 

区分は、規格、生コンクリート規格、養生工の種類、圧送管延長距離区分とする。 

 

（１）数量算出項目及び区分一覧表 

     区分 

項目     

BIM/CIM 

モデル 

属性情報 

規格 
生ｺﾝｸﾘｰﾄ 

規格 

養生工の 

種類 

圧送管延長

距離区分 
単位 数量 備考 

コンクリート 
（場所打擁壁） 

Ａ ○ ○ ○ ○ ｍ３   

「コンクリート（場所打擁壁）」は、BIM/CIMモデルより体積を算出し、属性情報を用いて

規格等を区分することより「Ａ」を適用する。 

 
（２）コンクリート（場所打擁壁）の養生工の種類による区分は、以下のとおりとする。 

養生工の種類   一般養生   
   

特殊養生（練炭･ジェットヒータ）    
   

仮囲い内ジェットヒータ養生    
 

（３）コンクリート（場所打擁壁）の圧送管延長距離区分は、以下のとおりとする。 

圧送管延長距離区分   延長無し   
   

９０ｍ未満    
   

９０ｍ以上１８０ｍ未満    
   １８０ｍ以上２８０ｍ以下    

 

現行どおり

注）圧送管延長距離区分は、作業範囲（３０ｍ）を超えて圧送管を延長する場合に、超えた部 

分の延長距離を該当する区分から選択する。 

注）圧送管延長距離区分は、作業範囲（３０ｍ）を超えて圧送管を延長する場合に、超えた 
部 

分の延長距離を該当する区分から選択する。 



歩掛の廃止

（控え頁）

１／１

工　　　種 木杭打工

改　正　理　由 廃止
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

削除

1-9-9

積算上の注意事項

９．４ 木杭打工   

 
１．適用 
 木杭打工に適用する。                                  

 
 
２．数量算出項目 
 杭の本数を区分により算出する。                                         

 
 
（１）数量算出項目及び区分一覧表  
    区 分 
 
項 目 

BIM/CIM 
モデル 

属性情報 
杭 長 末口の

大きさ 
単 位 数 量 備 考  

杭 B ○ ○ 本  杭材質を記載する。 
 
BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 



（控え頁）

1／1

工　　　種 深礎工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

1-9-15

積算上の注意事項

記載の変更

現行どおり

現行どおり



（控え頁）

1／1

工　　　種 旧橋撤去工

記載の変更

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

.

1ｰ10ｰ4

積算上の注意事項

現行どおり

現行どおり

関連数量算出項目 

項 目 

区 分 

BIM/CIM 

モデル 

属 性 情 報 

単位 数量 備 考 

足場・防護・ベント等 Ⅱ   
「第３編（道路編）４．４鋼橋架

設工及び４．５仮設工」参照 

現場発生品運搬 ＢＤ 回 t  必要な場合別途計上 

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、鋼構造およびコンクリート構造を参考とする 

注）現場発生品の運搬をする場合は、質量（ｔ）についても算出する。 



記載の変更

（控え頁）

1／2

工　　　種 護岸根固めブロック工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

2-1-2

積算上の注意事項

１章 護岸根固め工 

１．１ 消波根固めブロック工 

 １．１．１ 消波根固めブロック工 

 

 １．適用 

河川、砂防、海岸、道路工事に使用する１１．０ｔ以下（実質量とする）の消波根固めブロ

ック工に適用する。 

 

 ２．数量算出項目 

 消波根固めブロックの個数を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

 区分は、数量算出項目及び区分一覧表によるものとする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表 

現行どおり

現行どおり

 

 １．適用 

河川、砂防、海岸、道路工事に使用する１１．０ｔ以下（実質量とする）の消波根固めブロ

ックの現地製作，陸上よりの敷設工事に適用する。 

 



改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

工　　　種 護岸根固めブロック工

積算上の注意事項

（控え頁）

2／2

現　　　　　　　　　　　　　　　　行

. .

2-1-5

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

記載の変更

１．１．２ 消波根固めブロック工（ブロック撤去工） 

 

 １．適用 

根固め工における根固めブロック撤去に適用する。 

 

 ２．数量算出項目 

消波根固めブロックの個数を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

区分は、ブロック質量、作業区分、堆砂の有無、クレーン機種とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表 

     区分 

項目 

BIM/CIM

モデル 

属 性 情 報 

ﾌﾞﾛｯｸ 

質量 

作業 

区分 

堆砂 

の有無 

ｸﾚｰﾝ 

機種 
単位 数量 備考 

消波根固め 

ブロック撤去 
Ｂ 〇 ○ ○ ○ 個   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

注）１．ブロック質量は、ブロック実質量とする。 

 

 （２）作業区分 

作業区分は、撤去・仮置き、撤去・据付け（乱積）、撤去・据付け（層積）、撤去・積込みに区

分して算出する。 

 

 １．適用 

根固め工における陸上からの根固めブロック撤去に適用する。 

 

現行どおり

現行どおり



記載の変更

. .

2-2-2

積算上の注意事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

工　　　種 軟弱地盤上における柔構造樋門・樋管

（控え頁）

1／1

現行どおり



記載の変更

. .

2-3-4

積算上の注意事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

工　　　種 浚渫工（バックホウ浚渫船）

（控え頁）

1／1

現行どおり

現行どおり



（控え頁）

記載の削除（歩掛
の廃止）

工　　　種 仮設備工（砂防工）

改　正　理　由 廃止
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

 2-5-7 

積算上の注意事項

1／1

削除

５．４ 仮設備工（砂防工）

５．４．１ ケーブルクレーン設備

１．適用

砂防工の施工に適用する。

２．数量算出項目

ケーブルクレーンの数量を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は、規格とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

属 性 情 報区 分 BIM/CIM

項 目 モデル 規 格 単位 数 量 備 考

ケーブルクレーン Ｂ ○ 対

BIM/CIMモデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする

（２）規格

ケーブルクレーンの規格は、以下のとおりとする。

スパン ７５ｍ以下 ｳｲﾝﾁ規格 ２ｔ未満

７６～１２５ｍ ３ｔ未満

１２６～１７５ｍ ４ｔ未満

１７６～２２５ｍ ５ｔ未満

２２６～２７５ｍ

２７６～３２５ｍ

３２６～３７５ｍ

３７６～４２５ｍ

４２６～５００ｍ

４．数量算出方法

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。

（１）ケーブルクレーンの内訳は下記の項目で算出する。

区 分 BIM/CIM 属 性 情 報

規 格 単位 数 量 備 考項 目 モデル

３ベースコンクリート Ａ ○ ｍ

主 索 Ｂ ○ ｍ

巻 上 索 Ｂ ○ ｍ

横 行 索 Ｂ ○ ｍ

BIM/CIMモデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする



工　　　種 仮締切工

改　正　理　由 新規
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

記載の追加（新規
歩掛）

1／1
積算上の注意事項

（控え頁）

現行なし

５．４ 仮締切工

５．４．１ 砂防土砂仮締切・砂防大型土のう仮締切
１．適用

砂防工（本堰堤、副堰堤、床固め、帯工、水叩き、側壁、護岸）の施工に伴う現地土砂を用

いた土砂及び大型土のうによる仮締切工に適用する。

２．数量算出項目

砂防土砂仮締切、砂防大型土のう仮締切の数量を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は、作業内容、土の状態、土質区分、袋詰土区分とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

属 性 情 報区 分 BIM/CI
M

項 目 作業 土の 土質 袋詰土 単位 数量 備考
モデル 種別 状態 区分 区分

砂防土砂仮締切 土構造 ○ ○ ○ × ?

砂防大型土のう仮締切 Ｂ ○ × × ○ 袋

砂防大型土のう仮締切のBIM/CIMモデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする

（２）作業種別による区分

砂防土砂仮締切作業種別 締切盛土設置

締切盛土撤去

砂防大型土のう仮締切作業種別 製作・設置

製作

設置

撤去

（３）土の状態による区分

土の状態 地山

ルーズ

（４）土質区分

土質区分 土砂

岩塊・玉石

（５）袋詰土区分

袋詰土区分 購入土

流用土

４．数量算出方法

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるものとする。

㎥



（控え頁）

記載の削除（歩掛
の廃止）

工　　　種 集水井工（プレキャスト土留工法）

改　正　理　由 廃止
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

 2-6-3 

積算上の注意事項

1／1

６．１．２ 集水井工（プレキャスト土留工法）

１．適用

プレキャスト土留工法による集水井の施工に適用する。

２．数量算出項目

集水井掘削、コンクリ－ト、井戸蓋、昇降用設備等を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は、土質、規格とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表 （１基当り）

区 分 BIM/CI 属 性 情 報
M

土 質 規 格 単位 数 量 備 考項 目
モデル

集 水 井 掘 削 Ａ ○ × ｍ

３コ ン ク リ － ト Ａ × ○ ｍ

井 戸 蓋 Ｂ × ○ 枚(基)

昇 降 用 設 備 Ｂ × ○ ｍ

BIM/CIMモデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする

（２）土質区分

土質による区分は、以下のとおりとする。

土質 粘性土、レキ質土

軟岩

（３）規格区分

集水井１基ごとに区分して算出する。

削除



（控え頁）

1／3

工　　　種 消波工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

2-7-1

積算上の注意事項

記載の変更 

                              ７.1  消波工（捨石均し工） 

 

               ７.2  消波工（ブロック製作・据付工） 

 

現行どおり

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 章   消波工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              ７.1  消波工（捨石） 

 

               ７.2  消波工（ブロック製作・据付） 

 



改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

（控え頁）

工　　　種 消波工

2／3

現　　　　　　　　　　　　　　　　行

. .

2-7-2

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

積算上の注意事項

７章 消波工 

 

７．１ 消波工（捨石） 
 

 １．適用 

 

 海岸工事における離岸堤、消波堤、突堤等の海上作業における捨石工に適用する。 

 

 

 ２．数量算出項目 

 

 捨石投入の体積、捨石均しの面積を算出する。 

 

 

  ３．区分 

 

  

 

 

  区分は、規格とする。 

 

 

 （１）数量算出項目一覧表  

  項  目  BIM/CIM 
 モデル 

           属 性 情 報         
        
 
         
 
 

 

 

規 格 単位 数 量 備 考 

 捨石投入  土構造   ○  ｍ３          

 捨石均し    Ｂ   ○   ｍ２   

   BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

 

  （２）捨石投入の規格区分 

    捨石に使用する材料を砂利及び岩石に区分して算出する。 

 

 （３）捨石均しの規格区分 

    捨石均しの規格の区分は以下のとおりとする。 

     捨石均し  本均し （精度±５cm）                    

荒均し （精度±３０cm） 

荒均し （精度±５０cm） 

被覆均し(精度±３０cm） 

被覆均し(精度±５０cm） 

 

 

 

 

 

現行どおり

７章 消波工 

 

７．１ 消波工（捨石均し工） 
 

 １．適用 

 

 海岸工事における離岸堤、消波堤、突堤等の海上作業における捨石均し工に適用する。 

 

 



2-7-3

積算上の注意事項

（控え頁）

3／3

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

工　　　種 消波工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

記載の変更

７．２ 消波工（ブロック製作・据付） 
 

 １．適用 

 

 海岸工事における離岸堤、消波堤、突堤等の海上作業におけるブロック製作・据付工に適用す

る。 

 

 

 ２．数量算出項目 

 

 ブロックの個数を区分ごとに算出する。 

 

 

 ３．区分 

 

 

  

 

 区分は、作業区分、規格とする。 

 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表  

      区 分 
項目 

BIM/CIM 
モデル 

                 属 性 情 報  
 
      

     

作業区分  規 格  単位  数 量   備 考  

ブロック Ｂ    ○   ○  個         注）１ 

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

注）１．型枠の種類（プラスチック・鋼製等）について、備考欄に明記する。 

  ２．ブロックの積込場所から据付場所までの片道運搬距離(ｋｍ)についても算出する。 

 

 

   （２）作業区分 

    作業区分は、以下のとおりとする。 

 

     ブロック据付作業区分   

 

陸上設置 

水中設置  

       注）陸上設置とは、ブロックを平均干潮面より上に設置する場合を言い、平均干潮面が 

     設定されていないところでは、平均水面と塑望平均干潮面との１／２とする。 

 

 

 （３）ブロックの規格区分 

    ブロックの規格区分は、以下のとおりとする。 

 

    ブロック製作                                        

          ブロック１個当りの実質量とする。                                           

                                             

        ブロック据付 

     ブロック１個当りの実質量     ４．５ｔ以下              

  ４．５ｔを超え  ７．５ｔ以下   

  ７．５ｔを超え１２．５ｔ以下   

１２．５ｔを超え２２．０ｔ以下   

２２．０ｔを超え３１．０ｔt以下   

３１．０ｔを超え３７．５ｔ以下   

３７．５ｔを超え５０．０ｔ以下   

 

 

 

                      

                      

 

 

 

 

 

 

 

現行どおり

７．２ 消波工（ブロック製作・据付工） 
 

 １．適用 

 

 海岸工事における離岸堤、消波堤、突堤等の海上作業におけるブロック50.0ｔ以下（実質量と

する）製作・据付工であり作業場所（ブロック積込場所からブロック据付場所までの間）15km以

下に適用する。 

 

 

現行どおり

       注）陸上設置とは、ブロックを平均干潮面より上に設置する場合をいい、平均干潮面が 

     設定されていないところでは、平均水面と朔望平均干潮面との１／２とする。 



（控え頁）

1／1

工　　　種 排水構造物工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

3-2-3

積算上の注意事項

記載の変更

  ②ボックスカルバ－ト 

     区 分 

項 目 

BIM/CIM 

モデル 

属 性 情 報 

作業

区分 

製品

長 

内空幅 

・ 

内空高 

基礎材 

種別 

ＰＣ鋼材に

よる締固め 
単位 数量 備考

ボックス 

カルバ－ト 
Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ｍ   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

注）１．１ブロックを１部材で構成するプレキャスト製ボックスカルバ－ト（内空断面が台形

タイプの物を含む）の据付、撤去、据付・撤去の場合である。 

２．対象としている製品は、１ブロックを１部材で構成するボックスカルバートである。 

３．内空断面が台形タイプの場合やインバート形状の場合の内空高、内空幅は、最大値と

する。 

４．縦締めは、直線部にのみ適用する。 

５．基礎砕石の敷均し厚は、２０㎝以下を標準としており、これにより難い場合は別途考

慮する。 

６．基礎砕石、均しコンクリートの材料は、種別・規格にかかわらず適用できる。  

 

  ③暗渠排水管 

            区 分 

項 目 

BIM/CIM 

モデル 

属 性 情 報 

作業 

区分 
管種別 呼び径 継手材料費 単位 数量 備考 

暗渠排水管 Ｂ ○ ○ ○ ○ ｍ   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

注）１．硬質塩化ビニル管、ポリエチレン管等の有孔・無孔管の据付、撤去、据付・撤去の場

合である。 

２．暗渠排水管の敷設であり、埋設を行わない地上露出配管の敷設は、別途考慮する。 
 

  ④フィルタ－材 

            区 分 

項 目 

BIM/CIM 

モデル 
属 性 情 報 

ﾌｨﾙﾀｰ材の種類 単位 数量 備考 

フィルタ－材 A ○ ｍ３   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
注）１．暗渠排水管の敷設に伴うフィルタ－材（クラッシャラン・単粒度砕石等）の敷設の場

合である。 

 

  ⑤管（函）渠型側溝 

            区 分 

項 目 

BIM/CIM 

モデル 

属 性 情 報 

作業 

区分 

内径又は 

内空幅 

基礎砕石の 

有無 
単位 数量 備考 

管（函）渠型側溝 Ｂ ○ ○ ○ ｍ２   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

注）１．車道部、歩道部等の側溝を兼ねた排水構造物の据付、撤去、据付・撤去の場合であ

る。 

２．基礎砕石の敷均し厚は、２０㎝以下を標準としており、これにより難い場合は、別

途考慮する。 

３．撤去作業の場合、基礎砕石は含まない。 

４．基礎砕石は、材料の種別・規格にかかわらず適用できる。 

  ⑤管（函）渠型側溝 

            区 分 

項 目 

BIM/CIM 

モデル 

属 性 情 報 

作業 

区分 

内径又は 

内空幅 

基礎砕石の 

有無 
単位 数量 備考 

管（函）渠型側溝 Ｂ ○ ○ ○ ｍ２   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

注）１．車道部、歩道部等の側溝を兼ねた排水構造物の据付、撤去、据付・撤去の場合であ

る。 

２．基礎砕石の敷均し厚は、２０㎝以下を標準としており、これにより難い場合は、別

途考慮する。 

３．撤去作業の場合、基礎砕石は含まない。 

４．基礎砕石は、材料の種別・規格にかかわらず適用できる。 

現行どおり



【85】　 １次案　 ２次案　３次案

積算上の注意事項

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

3-2-26

歩掛の廃止

工　　　種 落石防止工

改　正　理　由 廃止
改　　正

現　　行

（控え頁）

1／2

削除



【85】　 １次案　 ２次案　３次案

工　　　種 落石防止工

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

改　正　理　由 一部改正
改　　正

記載の変更

3-2-27

積算上の注意事項

（控え頁）

2／2

現行どおり

現行どおり



（控え頁）

1／1

工　　　種 道路付属構造物塗替工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

1-6-11

積算上の注意事項

記載の変更

現行どおり

３．９ 道路付属構造物塗替工 

 

 １．適用 

 道路標識柱、道路照明柱、防護柵等の道路付属構造物の現地塗替作業に適用するものであ

り、その内容は３種ケレン及び下塗、中塗、上塗の各作業である。 

 なお、橋梁（横断歩道橋を含む）については別途算出する。 

 

 ２．数量算出項目 

 道路付属物塗替の面積を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

 区分は、塗装種別、構造物区分、ペイント１００ｍ２／回当り使用量、塗装回数、機械使用

区分とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表  

     区 分 

 

項 目 

BIM/CIM

モデル 

属 性 情 報 

塗装

種別 

構造物

区分 

ﾍﾟｲﾝﾄ 

100ｍ２／回 

当り使用量 

塗装 

回数 

機械使

用区分 
単位 数量 備考 

素地調整 Ｂ  ○   ○ ｍ２   

附属構造物

塗替 
Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ｍ２   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
注）１．素地調整作業の種別は、３種ケレンを標準とする。 

２．塗装作業の施工方法は、下塗、中塗、上塗とも刷毛塗りとする。 

 

 （２）対象構造物区分 

名  称 構 造 物 名 

ポール類 道路標識柱、道路照明柱等 

防護柵類 ガードレール、ガードパイプ、ガードフェンス等 

落石防止柵類 防雪柵、落石防止柵、落石防止網、落石防護柵等 

 

 （３）規格区分 

道路付属物塗替の面積を塗料の種類と色ごとに区分して算出する。 

 

 ４．数量算出方法 

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか、下記の方法によるものとする。 

 

 （１）ポール類は、下記の区分で算出する。 

ポール類高さ   ４ｍ未満 
  

   ４ｍ以上１０ｍ未満 
   
   １０ｍ以上１２ｍ以下 
   
   １２ｍを越えるもの 

    
なお、ポール類の高さは、路面からの高さとする。 

３．区分 

 区分は、塗装種別、構造物区分、ペイントkg／１００ｍ２／回当り使用量、塗装回数、機械

使用区分とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表  

     区 分 

 

項 目 

BIM/CIM

モデル 

属 性 情 報 

塗装

種別 

構造物

区分 

ﾍﾟｲﾝﾄ kg／

100ｍ２／回 

当り使用量 

塗装 

回数 

機械使

用区分 
単位 数量 備考 

素地調整 Ｂ  ○   ○ ｍ２   

付属構造物

塗替 
Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ｍ２   

 

現行どおり

３．９ 道路付属構造物塗替工 

 

 １．適用 

 道路標識柱、道路照明柱、防護柵等の道路付属構造物の現地塗替作業の素地調整及び塗装に

適用する。ものであり、その内容は３種ケレン及び下塗、中塗、上塗の各作業である。 

 なお、橋梁（横断歩道橋を含む）については別途算出する。 

 



歩掛廃止に伴い削
除

（控え頁）

1／1

工　　　種 路肩整正工

改　正　理　由 廃止
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

3-3-19

積算上の注意事項

削除

３．１２ 路肩整正工 

 

 １．適用 
 

 道路維持作業における路肩整正（人力による土はね、厚さ１０ ㎝まで、幅１.０ｍまで） 

作業に適用する。 

 

 ２．数量算出項目 
 

 路肩整正（人力による土はね）の面積を区分ごとに算出する。 

 

３．区分 

 区分は、ＤＩＤ区間の有無、運搬距離とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表  
 

          区 分 

項 目 

BIM/CIM

モデル 

属 性 情 報 

ＤＩＤ区間 

の有無 
運搬距離 単位 数量 備考 

路肩整正 

（人力による土はね） 
Ｂ 〇 〇 ｍ２   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
 注）運搬距離は片道であり、往路と復路が異なるときは、平均値とする。 

 

（２）路肩整正（人力による土はね）のＤＩＤ区間の有無による区分は、以下のとおりとする。 

ＤＩＤ区間の有無   無し   
   

有り    

 

関連数量算出項目 

項 目 
BIM/CIM

モデル 
属 性 情 報 

単位 数量 備考 

残土処分費 Ｄ ｍ３  必要な場合別途計上 

   BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
 

４．数量算出方法 

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか、下記の方法によるものとする。 

 

 （１）残土は、５ｍ３／１００ｍ２とする。 



. .

3-3-22

積算上の注意事項

改　正　理　由 廃止
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

工　　　種 道路付属物清掃工

（控え頁）

1／1

歩掛廃止に伴い削
除

削除

 ３．１３．２ 道路付属物清掃工 

 

 １．適用 

 

 ガードパイプ、視線誘導標の清掃作業に適用する。 

 

 

 ２．数量算出項目 

 

 ガードパイプ等の清掃の延長などを算出する。 

 

 

 ３．区分 

 

  区分は作業区分とする。 

 

 

 （１）数量算出項目一覧表 

 

   

 

 

   

項  目
 BIM/CIM 

モデル 

             属 性 情 報 

 作業区分  単位  数量  備  考  

ガードパイプ清掃 Ｂ     ×   ｍ      （人力）   

視線誘導標清掃 Ｂ     ○   本     （人力）   

   BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

                                                                         

  （２）作業区分 

       視線誘導標の作業区分は支柱付とガードレール用及び頭部のみの２つとする。 

 

  ４．数量算出方法 

      数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるものとする。 



. .

3-3-32

積算上の注意事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

工　　　種 植栽維持工

（控え頁）

1／1

規格の細分化

現行どおり



記載の変更

（控え頁）

１／１

工　　　種 鋼材・工場製作工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

3-4-4

積算上の注意事項

 

 

 

ｻﾌﾞﾏｰｼﾞｱｰｸ溶接ﾜｲﾔ   

炭素鋼及び低合金鋼用 

ｻﾌﾞﾏｰｼﾞｱｰｸ溶接ﾌﾗｯｸｽ 

JIS Z 3352 

 

 

 

 

 鋳 

 

 鍜 

 

 造 

 

 品 

 

炭素鋼鍜鋼品 JIS G 3201 SF490,SF540 

炭素鋼鋳鋼品 JIS G 5101 SC450 

溶接構造用鋳鋼品 JIS G 5102 SCW410,SCW480 

構造用高張力炭素鋼及 

び低合金鋼鋳鋼品（低 

ﾏﾝｶﾞﾝ鋼鋳鋼品） 

 

JIS G 5111 

 

 

SCMn1A,SCMn2A 

 

機械構造用炭素鋼鋼材 JIS G 4051 S35C,S45C 

ねずみ鋳鉄品 JIS G 5501 FC245 

球状黒鉛鋳鉄品 JIS G 5502 FCD400 

 

 

 線 

 

 材 

 

 

ピアノ線材 JIS G 3502 SWRS 

硬鋼線材 JIS G 3506 SWRH 

 

 

PC鋼線及びPC鋼より線 

 

 

 

 

JIS G 3536 

 

 

丸線：SWPR1 

異形線：SWPD1 

２本より線：SWPR2 

７本より線：SWPR7 

19本より線：SWPR19 

 

 棒 

 

 鋼 

 

 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用棒鋼 

 

JIS G 3112 

 

SR235 

SD295A,SD295B,SD345 

 

ＰＣ鋼棒 

 

 

 

JIS G 3109 

 

 

A種1号：SBPR785/930 

A種2号：SBPR785/1030 

B種1号：SBPR930/1080 

B種2号：SBPR930/1180 

      頭付きスタッド JIS B 1198 呼び名19,22 

 

      

 

２）標準とする鋼材(JIS 以外） 

名    称 規    格 

 

 

接合用鋼材 

 
 

ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ･六角ﾅｯﾄ･ 

平座金のｾｯﾄ 

   （日本道路協会 1983） 

 

 Ｓ１０Ｔ 

 

支圧接合用打込み式高力ﾎﾞ 

ﾙﾄ･六角ﾅｯﾄ･平座金暫定規格

 （日本道路協会 1971） 

 

 Ｂ１０Ｔ,Ｂ８Ｔ 

 

 

 

 

 

ｻﾌﾞﾏｰｼﾞｱｰｸ溶接ﾜｲﾔ   

炭素鋼及び低合金鋼用 

ｻﾌﾞﾏｰｼﾞｱｰｸ溶接ﾌﾗｯｸｽ 

JIS Z 3352 

 

 

 

 

 鋳 

 

 鍜 

 

 造 

 

 品 

 

炭素鋼鍜鋼品 JIS G 3201 SF490,SF540 

炭素鋼鋳鋼品 JIS G 5101 SC450 

溶接構造用鋳鋼品 JIS G 5102 SCW410,SCW480 

構造用高張力炭素鋼及 

び低合金鋼鋳鋼品（低 

ﾏﾝｶﾞﾝ鋼鋳鋼品） 

 

JIS G 5111 

 

 

SCMn1A,SCMn2A 

 

機械構造用炭素鋼鋼材 JIS G 4051 S35C,S45C 

ねずみ鋳鉄品 JIS G 5501 FC245 

球状黒鉛鋳鉄品 JIS G 5502 FCD400 

 

 

 線 

 

 材 

 

 

ピアノ線材 JIS G 3502 SWRS 

硬鋼線材 JIS G 3506 SWRH 

 

 

PC鋼線及びPC鋼より線 

 

 

 

 

JIS G 3536 

 

 

丸線：SWPR1 

異形線：SWPD1 

２本より線：SWPR2 

７本より線：SWPR7 

19本より線：SWPR19 

 

 棒 

 

 鋼 

 

 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用棒鋼 

 

JIS G 3112 

 

SR235 

SD295A,SD295B,SD345 

 

ＰＣ鋼棒 

 

 

 

JIS G 3109 

 

 

A種1号：SBPR785/930 

A種2号：SBPR785/1030 

B種1号：SBPR930/1080 

B種2号：SBPR930/1180 

      頭付きスタッド JIS B 1198 呼び名19,22 

 

      

 

２）標準とする鋼材(JIS 以外） 

名    称 規    格 

 

 

接合用鋼材 

 
 

ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ･六角ﾅｯﾄ･ 

平座金のｾｯﾄ 

   （日本道路協会 1983） 

 

 Ｓ１０Ｔ 

 

支圧接合用打込み式高力ﾎﾞ 

ﾙﾄ･六角ﾅｯﾄ･平座金暫定規格

 （日本道路協会 1971） 

 

 Ｂ１０Ｔ,Ｂ８Ｔ 

 

 



新規歩掛

（控え頁）

１／３

工　　　種 検査路架設工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

新規

積算上の注意事項

４．９ 橋梁検査路架設工 

 

 １．適用 

 鋼橋・ＰＣ橋の橋台・橋脚・桁間への橋梁検査路を設置する作業に適用する。 

検査路の材質は鋼製、アルミ製、ＦＲＰ製とする。 

なお、工場における鋼橋製作に検査路が含まれている場合は、適用できない。また、検査路

更新工事において旧検査路撤去に関するアンカー孔処理、主桁ブラケット塗装等、撤去におけ

る一切の作業は含まない。 

 

 ２．数量算出項目 

 橋梁検査路のアンカーボルト本数、歩廊延長を算出する。 

 

 ３．区分 

 区分は、規格・仕様とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表 

区 分 

項 目 

BIM/CIM 

モデル 

属 性 情 報 

規格 単位 数量 備考 

アンカーボルト設置 Ｂ ○ 本   

橋梁検査路設置 Ｂ × ｍ   

橋梁検査路（材料費） Ｂ ○ 式   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする。 

橋梁検査路設置延長は、歩廊長（中心延長）とする。 

アンカーボルト設置本数は、橋梁検査路設置（歩廊部や昇降設備部など）に伴うすべてとする。

 

 （２）規格 

橋梁検査路の規格は、上部構造検査路や下部構造検査路、昇降設備など、構造に応じて区分す

ること。 

 

 ４．数量算出方法 

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか、下記の方法によるものとする。 

 

橋梁検査路設置の数量の算出は、下図を参照し算出すること。 

 



改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

新規歩掛

工　　　種 検査路架設工

積算上の注意事項

（控え頁）

2／３

現　　　　　　　　　　　　　　　　行

新規

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

例 図

１）上部工検査路 

※昇降梯子の延長は、歩廊長に含めない。 



新規歩掛

積算上の注意事項

（控え頁）

3／３

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

新規

.

工　　　種 検査路架設工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行



記載の削除
(歩掛の改定に伴

う)

（控え頁）

１／２

工　　　種 鋼橋上部工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

削除

3-5-9

積算上の注意事項

５．１．６ プレビーム桁製作工 
 
１．適用 
 プレビーム桁の製作工に適用する。                          

  
２．数量算出項目 

 主桁，鉄筋、コンクリート，型枠，プレフレクション、リリースを区分ごとに算出する。           

 
３．区分 
 区分は、規格・仕様とする。                                            

（１）数量算出項目及び区分一覧表 
    区分 
項目 

BIM/CIM 
モデル 

属性情報 
規格・仕様 単位 数量 備考 

主桁製作設備 B × 基   
鉄筋 B ○ ｔ   
コンクリート A ○   ｍ３  下フランジ，ウェブ 
型枠  B ○   ｍ２   
プレフレクション B ×     回  桁２本当り回数 
リリース  B ×  回  〃 
主桁解体 B ×  本   

「主桁製作設備」は、簡易な形状（点、線、面）を用いて位置と基数・足場を算出することより

「Ｂ」を適用する。 

「鉄筋」は、簡易な形状（点、線、面）を用いて位置と延長より質量を算出し、属性情報を用いて

規格・仕様を区分することより「Ｂ」を適用する。 

「コンクリート」は、BIM/CIM モデルを用いて体積を算出し、属性情報を用いて規格・仕様を区分

することより「Ａ」を適用する。 

「型枠」は、簡易な形状（点、線、面）を用いて位置と面積を算出し、属性情報を用いて規格・仕

様を区別することより「Ｂ」を適用する。 

「プレフレクション」と「リリース」は、簡易な形状（点、線、面）を用いて位置と回数を算出す

ることより「Ｂ」を適用する。 

「主桁解体」は、簡易な形状（点、線、面）を用いて位置と本数を算出することより「Ｂ」を適用

する。 

 ４．数量算出方法 

    数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。

（１）主桁製作設備は以下の内訳で算出する。 

      区分 

項目 

BIM/CIM モデル 規格・仕様 単位 数量 備考 

主桁製作設備 B ×    

足  場 B ×    

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

（２）型枠 

   型枠は鋼製型枠（下フランジ）と木製型枠（ウェブ）に区分する。 



改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

記載の変更

工　　　種 鋼橋上部工

積算上の注意事項

（控え頁）

2／２

現　　　　　　　　　　　　　　　　行

.

3-5-10

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

５．１．７ ＰＣ片持製作工 
１．適用 
  ＰＣ橋のうち最大支間長１７０ｍ以下で２主桁の場所打ち片持ち製作工（斜張橋は除く）を

対象とする。                                                                               
 
２．数量算出項目 
  型枠、鉄筋、コンクリート、ＰＣケーブル、ＰＣ鋼棒、ＰＣ鋼棒継手、緊張等の数量を 

算出する。                                                                                  
 （１）数量算出項目及び区分一覧表 
             区分 

項目          

BIM/CIM 

モデル 

属性情報 

規格・仕様 単位 数量 備考 

型     枠 B ○ ｍ２   

鉄     筋 B ○ ｔ   

コンクリート A ○ ｍ３  養生工含む 

PC ケーブル PC ケーブル定着

工 

B ○ 箇所  ｼｰｽ及ｸﾞﾗｳﾄを含む 

PC ケーブル緊張

工 

B ○ 箇所   

PC 鋼棒 PC 鋼棒継手 

工 

B ○ 箇所   

PC 鋼棒定着 

工 

B ○ 箇所  定着装置を含む 

 

「型枠」は、簡易な形状（点、線、面）を用いて位置と面積を算出し、属性情報を用いて規格・仕

様を区分することより「Ｂ」を適用する。 

「鉄筋」は、簡易な形状（点、線、面）を用いて位置と延長より質量を算出し、属性情報を用いて

規格・仕様を区分することより「Ｂ」を適用する。 

「コンクリート」は、BIM/CIM モデルを用いて体積を算出し、属性情報を用いて規格・仕様を区分

することより「Ａ」を適用する。 

「ＰＣケーブル」の「ＰＣケーブル定着工」と「ＰＣケーブル緊張工」は、簡易な形状（点、線、

面）を用いて位置を算出し、属性情報を用いて規格・仕様を区分することより「Ｂ」を適用す

る。 
 

「ＰＣ鋼棒」の「ＰＣ鋼棒継手工」と「ＰＣ鋼棒定着工」は、簡易な形状（点、線、面）を用いて

位置を算出し、属性情報を用いて規格・仕様を区分することより「Ｂ」を適用する。 

 ５．１．７ ６ ＰＣ片持製作工 

現行どおり
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